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ＡＭＤＡへのご支援を!

国際ボランティア・ダイヤル
　　　　　ご自宅からできる国際貢献にあなたも参加しませんか。

　　　　国際協力・ボランティア活動等、日頃からやってみたいと思うけれど、

　　　　　　　　参加方法がわからない、情報がない‥‥という方、

　　　　　　　また｢ボランティア｣という言葉は聞いたことがあるけれど

　　　　　自分が参加することはあまり考えたことがなかった‥‥という方。

ご自宅や事務所からおかけになる国際電話を通じて国際協力活動に参加してみませんか？

　　　　　　　　　　｢001(KDD)｣で国際電話をおかけになると、

　　　　その国際電話料金に応じてKDDから｢ＡＭＤＡ｣に対して資金協力され、

その資金は｢ＡＭＤＡ｣の国内・海外の人道援助活動費用として

　　　　　　　有効に使わせていただきます。

　　　　※登録科や基本科等は一切かかりません。

　　　　　　お問い合わせ先:AMDA本部事務局TEL:086,284-7730
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たとえばニューヨークヘ､ダイヤル直通。

００１－１－ ２１２･- 先方の電話番号
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変
くはKDDのオペレータがご案内します｡お気軽に､局番なしの0057(24時間･無料)へどうぞ。
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○インド連邦カルナタカ州無医村

　地区巡回診療プロジェクト　1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医療

　プロジェクト　巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト

　(東京･大阪)
　1991年４月17日に

AMDA国際医療情報

センターを設立。 93

年５月より(財)東京

都健康推進財団の外

国人医療関連事業の

委託もうける。在日

外国人を初めとする関係者からの医療に関する電話

相談、受け入れ医療機関の紹介などを実施。

○イラン国内クルド湾岸戦争被災民救

　援プロジェクト　　　　　　　1991年

＠ピナツボ火山噴火被災民救援医療

プロジェクト 1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援医療

　プロジェクト

＠バングラデシュ・ミャンマー

　難民緊急医療プロジェクト

＠ネパール国内ブータン難民

　緊急医療プロジェクト

　1992年５月よりネパー

ル支部により活動開始。

現在難民と地元ネパール

人民双方を診療する第二

次医療センターとしてそ

の地の基幹医療機関の役

割を果たしている。

1992年

1992年

＠カンボジア地域医療プロジェクト

　1992年より、プノム

スロイ詳病院の支援を

開始。近辺の村を予防

接種、蚊帳の無料配布

プロジェクトを実施。

＠ネパール・タンコット村眼科医療＆

　母子保健プロジェクト
　1992年よりカトマン

ズ近郊のタンコット村

で眼科検診・診療と母

子保健を中心に据えた

総合地域保健プロジェ

クト開始。

●インドネシア・フローレス島大震災

　救援医療プロジェクト　1992年12月

●ソマリア難民緊急援助医療

　プロジェクト

　1993年1月よりケニ

ア､ジプチ､ソマリア本

国難民救援医療活動を

｢アジア多国籍医師団｣

として開始。

＠ジブチ産婦人科病院人材育成

　プロジェクト　　　　　　　　1993年

ｅネパール・バングラデシュ大洪水被

　災民緊急救援医療プロジェクト1993年

＠タイ国チェンライAIDSプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1993年

●

●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　アジア多国籍医師団

1993年５月22目に創設。アジアの自然災害や
●　Zﾉﾉ‘ﾉIＪｊ－●一｀1--●･-JM●･V-り・－　・　－.......‥.

●難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か

゜ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援
：医療部門である．
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ｅインドボンベイ周辺地域保健医療

　プロジェクト

　1993年10月のソラ

プール地震被災者巡回

診療の後をうけての整

形外科診療・知能障害

児早期発見・防11こ医

療、高齢者・母子医

療、エイズ防止教育の

咎プロジェクトを1995年４月より開始。

●カンボジア精神保健プロジェクト

　　　　　1994年より、プノ

II｀）●ンペン市内のシア

　　　ー　ヌーク病院で、カン

　　　　ボジア国内初の精神

　　　　科病棟を設置。病院

　　　　スタッフのトレーニ

　　　　ング、薬剤の提供を

　　　　行っている。

1｀･･●

＠インドネシアスマトラ島南部地震

　救援医療プロジェクト　　1994年2月

＠モザンビーク帰還避難民プロジェクト

　1994年２月よりモ

ザンビーク南部カザ

州において開発医療

活動を行っている。

１旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　NGOグループ援助プロジェクト

　1994年６月より日

本緊急救援NGOグ

ループ（JEN）の活動

として、クロアチア、

セルビアにおいて、

緊急医療、生活改善

指導、職業訓練、教

育､物資援助などの多方面にわたる援助を行う。

●ネパール・タメル地区ストレートチ

　ルドレン診療プロジェクト　1994年2月

＠ルワンダ難民緊急救援プロジェクト

　1994年５月より、北

部ガラマ難民キャンプ

で、ルワンダ難民を対

象に緊急救援プロジェ

クトを開始。

　　　撮影　山本肺文氏

＠ルワンダ難民

　プロジェクト

緊急救援ゴマ

　　　　　1994年8月

＠ルワンダ難民緊急救援ブカブ

プロジェクト 1994年８月

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

ΦタイHIV患者カウンセリング

プロジェクト 1994年10月

eJlcAフィリピン・ターラック州家族

　計画母子保健プロジェクト

　　　　　　　　　　　　1994年10月

＠阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

＠JICAザンビア保健医療プロジェクト｀

　　　　　　　　　　　　　　1995年4月

＠インド地域医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　19S年4月
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＠チェチェン難民救援プロジェクト

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

＠サハリン大震災緊急プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年5月

＠スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1995年

ｅアンゴラ帰還難民プロジェクト

　　1995年ア月よりア

ンゴラヘの難民帰還を

促進する為、北部ザ

イール国境付近の病院

を再建する。

＠タイ　アニマル・バンクプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年7月

Φ北朝鮮大洪水救援プロジェクト

＠ミャンマー地域医療プロジェクト

　1996年３月、ABA、

MISとの協力で浄水器

一台をメティーラ市の

カンナジョン寺院に設

置。救急車も贈呈。地

域の衛生状態の改善、

地域医療活動を行う。

＠ＩＮＮＥＤ(緊急救援と開発のための国際

　ＮＧＯネットワーク)プロジェクト

　1994年10月、岡山国際貢献NGOサミット時に設

立される。インドネシア、バングラデシュ､フィリピ

ン､ボリビア､ブラジルでは緊急事態対応体制と称し　轟5弗

て、NGOによる相互理解と相互支援のネットワーク

作りを開始した。

＠中国雲南省緊急救援プロジェクト

　　1996年１月に発生

した大震災緊急救援の

ため、医薬品や生活物

資を送る。更に、医師

ら数名を派遣した。

1995年９　＠中国四川省雪害緊急救援プロジェクト

ｅインドネシアスマトラ島大震災救援

プロジェクト 1995年10月

＠メキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　1995年10月に発生

した大震災緊急救援の

為医薬品と医師ら４名

を派遣

1996年２月

Φインドネシアビアク島大震災緊急救

　援プロジェクト

　1996年２月ビアク島

でM8.0の地震が発生。

インドネシア支部よ

り、Dn2名、日本支部

より調査員１名派遣。

抗生物資、生活物資を

送った。

＠フィリピン台風被害救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年10月　　＠中国雲南省趙君支援プロジェクト

＠インドネシア中央スラウェシ島地震

　救援プロジェクト

＠インドネシア・ジャワ島地城

　プロジェクト

1996年

1996年

＠中国雲南省小学校再建プロジェクト

＠中国雲南省診療所設置プロジェクト

　　　　　　　　　　　　i996年3月

-、ミ



＠中国新彊ウイグル自治区地震緊急

　プロジェクト

＠中国四川省チベッ

　プロジェクト

　　　1996年3月

ト族ヘルスポスト

　　　1996年4月

＠モザンビーク地域総合振興

　プロジェクト（ガザ州）

＠ケニアヘルスセンター支援

　プロジェクト

＠レバノン被災民緊急救援

　プロジェクト
‘1｀）●

4月日日イスラエル

ｊレバノ辻部に無71､ﾐ

澗砲撃を開始した避

１民救済のために、緊

ふ|汝扨チームを派遣し

＠バングラデシュ・サイクロン緊急

f･ ●

救援プロジェクト

　5 Jjl3日発生じた竜

巻による被災者救援の

｜

ため医薬11､111と医師、看゛

適帰、調整員を派遣し／

だ．　　　　　　　　　＝

1996年5月

＠ウガンダ地域保健プロジェクト

●ボスニア難民被災民救援

　プロジェクト

　1996年口jよりサラ

エボ、ゴラジュデ、

八二ヤルカにおい

て、病院再建、医療

技術支援などの活動

を実施。

1996年6月

＠中国貴州省大洪水緊急救援

プロジェクト 1996年7月

＠UNVロシア連邦サハ共和国医療協力
プロジェクト 1996年7月

＠メコン川流域（ベトナム.･カンボジ
　ア・ラオス）大洪水被災者緊急救援

プロジェクト

　9月半ばよりメコン

川の水位が増し大洪

水が発生。洪水の被

災者救済と感染病予

1坊のため緊急医療

チームを派遣した，

1996年10月

⑩ケニア赤痢緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　1996年11月

＠インド・サイクロン緊急救援

プロジェクト 1996年11月

＠ルワンダ難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1996年11月

⑤ボスニア医師専門技術研修

プロジェクト

サハ共和国医

プロジェクト

1996年11月

＠サハ共和国医師専門技術研修

1996年11月

　　　　　　　ＡＭＤＡ概要

【理念】Better Qualily of Life fora BetterFuture

【沿革】1979年タイ国にあったカンボジア難民

キャンプにかけつけた一名の医師と二名の医学

生の活動から始まる。

【現状】アジアの参加国は18ケ国。会員数は日

本約1.500名、海外約200名。世界各地で種々の

プロジェクト、フォーラムを実施中。

【入会方法】郵便振替用紙にて所定の年会費を

納入して下さい。

　　　　　　　・医師会員　15､000円

　　　　　　　・一般会員　10､000円

　　　　　　　・学生会員　7､500円

　　　　　　　・法人会員　30､000円

　　　　　　　・賛助会員　2､000円

　会費は入会の月より一年間有効です。入会の

月より、毎月会報を送付します。賛助会員には

「ＡＭＤＡダイジェスト」をお送りします。

　　　●振込先　郵便振替□座

　　　　　　　　　Lｺ座名義　ＡＭＤＡ

　　　　　　　　　口座番号　O1250-2-40709



１

　　　　　　　今なぜNGOなのか
ﾚﾉ]ｻﾗj(ケスタンABcﾌﾟﾛｻﾞｽﾅﾃj二)

　　　　　　　AMDA代表　菅波　茂

　内乱の続くアフガニスタンからレルニック健太郎氏が報告のため一時帰国した｡彼は新進

の気性に冨む２５歳のAMDAのフィールドコーディネーターである。 ＡＭＤＡは半年前から

イランとの国境に近いヘラートに事務所を設置して活動している｡現在､世界保健機関と組

んで小規模融資事業（マイクロクレジット）を実施している。これは事業意欲のある人達に

資金を貸して生活再建を支援する事業である｡貸付金の回収率が80％を割ると失敗となる難

しい事業である。特に内戦とインフレは大敵である。貸付対象事業の選定､必要な知識の教

育、貸付事業の育成、不良回収率の回避などソフトの大集積事業である。現在、アフガニス

タン国内でマイクロクレジット実施に成功しているのはＡＭＤＡだけである。成功した理由

はAMDAバングラデッシュ支部からマイクロクレジットの専門家を派遣したからである。　　

“5●

マイクロクレジットはバングラデッシュのヤヌース教授によって開始されグラーミンバンク

（ペンガル語で村の銀行の意味）の名前で世界的に有名である。発展途上国の貧困対策の切

り札ともいわれ、貧困対策の世界標準になろうとしている。ヤヌース教授の経済分野での

ノーペル賞の受賞が遅すぎるぐらいである。

　アフガニスタンは４派の政治勢力が覇を競っている。タリバーン派、ラ八二元大統領派、

マリク将軍派そしてイスラム統一党派である。 AMDAの基本は積極的中立支援である。即

ち、これらの４派すべての支援体制を取ることである。多くの難民と被災民を抱えている国

連難民高等弁務官からマイクロクレジットの共同実施依頼がAMDAに来ている。日本政府

もアフガニスタンの和平交渉の仲介の労を取ることには意欲的である｡ＡＭＤＡの願いは世界

共通である［家族の今日の生活、明日の希望］を実現することである。

　ＡＭＤＡがアフガニスタンにて積極的な「家族の今日の生活､明日の希望」支援活動を実施

するためには下記の諸項目の整備が必要である。

　　　１）ＡＭＤＡパキスタンを基軸にバングラデッシュ、ネパール、インドなどの周辺支部

　　　　　を単位とした中近東／中央アジア支援多国籍医師団の設立と運営。

　　　２）国避難民高等弁務官や世界保健機関などとのプロジェクト実施契約推進。

　　　３）日本政府のアフガニスタンの和平交渉の仲介活動との連携。

　　　４）パキスタンのペシャワールにロジスティクおよび危機管理センターを設置した

　　　　　アフガニスタン国内活動支援体制の確立。

　　　５）タリバーン派、ラバニ元大統領派、マリク将軍派そしてイスラム統一党派の各影

　　　　　響下にある地域での現地事務所の設置とプロジェクトの運営。

　　　６）社会開発プロジェクト実施のためにAMDA参加国から主として女性プロジェク

　　　　　トコーディネーターの派遣。

　　　７）保健医療プロジェクト実施のためにAMDA参加国から医師およびナースの派遣。

６　国際医療協力　vbl.20　N0.9･101997　　・

･ﾏ●
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８）日本国内での支援体制の確立。

９）活動資金の確保。

10）広報活動体制の確立。

　私個人にとってアフガニスタンは28年前にカブール､カンダハールそしてヘラートとロー

カルバスにて旅をした郷愁の国であるが､レルニック健太郎氏の持ち帰った写真や報告では

すべてが変わっている｡アフガニスタン国内は長期の徹底的な内戦によるないない尽しの状

況である。即ち、基本的人権以前の生存権の確保の状況である。「天国と地獄」とはこのこ

とかと思った。

　　　　　　国連一日本政府－AMDAの３者連携がアフガニスタンの内戦に疲れた人達の生活再建の

り　●　　お役に立てば望外の喜びである。

　　　　　　会員をはじめとした関係者のかたがたのご理解とご支援を心からお願いしたい。

1;●
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Ｉフィリピン報告

轟)●

f●

AMDA国際ボランティア研修センターの開所式に参加して

アジアの教育支援の会

代表　森　暢子

　1997年８月18日、フィリピン、マニラ市において「ＡＭＤＡ国際ボランティア研修セン

ター」の開所式が行われた。

　私たちアジアの教育支援の会（AEA）を中心としたメンバー10名は期待と多くの目的を

抱き、８月16日に日本を出発した。

　このセンターの設立に際しては菅波代表を中心にいろいろな意見交換がなされ決定された。

日本においてもボランティア精神が高まりつつあり、志す人々も多くなってきた。　教育の

場においてもこれからは「心の時代」と位置付けられ、「ボランティア」の文言がいろいろ

な場面に取り入れられようとしている。国際的にも「21世紀はボランティアの時代」と言わ

れ、庶界共通の価値判断である「平和」を求め、地球規模での人道主義、相互扶助の精神が

高まりつつある。これら世界の人々との共存をめざして、これからの若い人たちや指導者、

あらゆる場での社会人などにボランティアの体験と研修の場の必要性を感じたのである。

センターの目的としては下記の通りである。

１）ボランティアに関わる人材の育成をはかる

２）教育関係者、公務員、学生、その他の人たちのボランティア研修を推進する

３）ボランティア・ネットワーキングを進め、コーディネーターおよび指導者の育成を

　　めざす

　私たち一行10名の構成は、AEA関係５名、倉敷市玉島南小学校より２名、岡山市高田小

学校より３名である。開所式に参加することと、フィリピンで成果をあげているＮＧＯの視

察等が主な目的である。

　玉島南小学校では事前に「フィリピンの子ども運に鉛筆を贈ろう」という運動を展開され

ており（24校の賛同校があった）、その願いを伝えるための参加であり、また、高田小学校

ではフィリピンネグロス島にあるメグミ小学校と姉妹校縁組を結んでおり､交流のための訪

問が目的だった。

　鉛筆をはじめ多くの文房具を参加者それぞれのスーツケースに詰め込んで､台風の季節を

心配しながらの旅であった。
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８月16日（月）

　タイ航空でマニラ着、ホテルでJICAの専門家岩永さんとＡＭＤＡフｆリピンのアイリーン

さん（女性）の出迎えを受けた後、リサール国立公園を散策、

　いよいよ期待のボランティアセンターの嘔務所へ移動｡ﾋﾞﾘﾚの表面はあまり美しいとは言

えないが､14階のセンター右務所内は白い壁､白い天井で部屋数も多く、きちんと整備され

ている。担当のMr.ギルモア（Gilmore Solidum）に日程等の説明を聞くが、なにしろ早口

の英語で岩永さんの助けを借りてようやく理解した｡事務所のスタッフの方々とウエルカム

パーティーで懇談。

　　　　　８月17日（日）

　　　　　　頼みの岩永さんは菅波代表を空港まで迎えに行くとの事で､私たちだけでバスに乗りマニ

fl‘y●　う市郊外の「国際地方再開発機構」（IIRR）を訪問した。

　　　　　　広大な上地と庭園の中にボランティアを目指す人、専門家を目指す人たちの研修設備が

　　　　　整っているところである。美しい静かな環境の中で各国の人々が集い、宿泊し、討論､研修

　　　　　し、食乍をする施設が点在している。大きな縁の木の木陰、赤、白、ピンクと色とりどりの

　　　　　花が咲いている中を歩きながら私たちもこのような施設を持ちたいものだと思った｡この訪

　　　　　問では通訳なしだったが､高田小学校の先生方の英語力に大いに助けられた事を感謝したい。

　　　　　　午後はマカティ地区にて自由行動。

　　　　　　夕食には菅波代表、逢沢一郎衆議院議員一家も加わり話に花が咲いた。

　　　　　　８月18日（月）

　　　　　　　-行は二班に別れて行動。

　　　　　　　菅波代表､遠沢議員それと私（森）とは在フィリピン日本大使館の湯下大使をお訪ねした。

　　　　　　マニラ市内にボランティアセンターを開所することになったこと、フィリピンはＮＧＯ活動

fi　●　　の先進国であることなど､今回日本政府が審議しているNPO法案の参考になる点が多い｡約

　　　　　　２時間にわたって熱心に懇談がもたれた。

　　　　　　　もう一方のグループはF.0.L.P.M（平和を伝道する女性遠の基金の会）を訪れ、その代表

　　　　　　のシスター･エバさんのお話とご案内をいただいた｡いわゆるスモーキーマウンテンで生活

　　　　　　していた人たちだが､線路沿いに粗末な住まいを作り多くの人々が寄り合って暮らしている

　　　　　　地域である。この人たちのために、シスター・エバさんたちは次の５つの活動を展関してい

　　　　　　る。

　　　　　　　１）健康のためのプログラム

　　　　　　　２）貧しい人のための病院

　　　　　　　３）教育奨学基金

　　　　　　　４）地域の生活環境づくり

　　　　　　　帽成長と評価組織
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　多くの子供たちにメンバーは持参した鉛筆を一一本ずつ手渡しながら、いろいろな思いを心

にとめたのである。

　12時よりいよいよボランティア研修センターの開所式である｡マニラ市長を始めフィリピ

ン側の人々と私たちのメンバーに加え、菅波代表、逢沢議員らでリボンカットをし、盛大に

開所を祝った。

　このセンターには事務室、図書室、研修室、ストックルーム他、キッチン、トイレ等の設

備が整えられている。ちなみに住所は以下の通りである。

　　1104　Moraga Maison Plazamaraga

　　Binondo Manila PHLIPPINS

　このセンターを拠点に､国内はもちろん国際的にも通用する人材育成の仕事が出来るよう

努力しなければと心を新たにした。

　この開所式後、玉島南小グループは､AEA副代表の石田さんとともにイポダム小学校へ、

また高田小学校グループは、ネグロス島のメグミ小学校に向けて出発した。

　この頃から台風が近づいたのか雨足が強くなり、風も出て郷子の並木が大きくゆれる中、

私たちは厚生省に向かった｡女性の大臣でフィリピンの医療､福祉､そして女性のための政

策について話し合った。

　ますます風雨の強くなった中､マラカニヤン宮殿にラモス大統領夫人を訪ねた。ライトグ

リーンのスーツに身をかためた夫人は､大変親しみ易くご自分のかかわっているボランティ

ア活動について話された｡特に教育については最大の課題で､子供たちを健康に育て、教育

を身につけさせるためにはどうしたら良いかについて大きな関心を持たれているようだった。

-

１●

８月19日（火）

　昨夜からの雨でマニラ市内では殆どの機能がストップ状態で､私たちのセレドニヤ小学校

訪問、他のＮＧＯの視察、スモーキーマウンテンの視察などすべて出来なくなり、大変残念　1ｽヽ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ-だった。台風のためマニラ市周辺では道路や家屋への浸水､車は流され、多くの被害が出た

模様である。

８月20日（水）

　午前中PRRM（地方農村再建設運動）の事務所を訪問し、Dr.アディーガリアードさんよ

りその活動を聞き、意見交換をした。

　このＮＧＯはフィリピンでは一番古く、その活動の中から前厚生大臣のフラビェール上院

議員を出し、ＮＧＯと政府が連携し有能な人材を育成し、活動にあたっているとのことであ

る。

　途中で別行動をとったが､玉島南小､高田小学校の先生方ともマニラ空港で無事に出会う

事が出来、それぞれの成果を話し合った。
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　20日には続いて､山陽学園国際文化学部の学生たちが､牧野助教授の引率でマニラ入りを

した、このツアーの成果、感想、反省点など後程まとめたいと思っている。

　最初の試みとして「ボランティア研修センター」がＮＧＯ活動の盛んなフィリピンで始

まったことになる。今後は、スタディツアーの内容の充実、もっと専門的な学習をしたい

人々のためのコース内容など､多くの課題を抱えていると思う。皆さんで力を合わせ一層の

允実をはかって行きたいと思う。

１

フィリピン厚生大臣を囲んで

り

左から、センターコーディネーター　ギルモアさん、センター所長　ケネスさん

JICA専門家　岩永さん、AEA　中村さん
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・ JEN 旧ユーゴスラビア報告

ly●

･f●

インターン活動について

調整員　西野　裕子

　昨年７月より、AMDAからのインターンとしてJENの旧ユーゴスラビアでの援助活動に

携わってきたが､６月中旬の帰国をむかえるにあたり、約11ヵ月間の活動を報告書にまとめ

ることにした｡詳細は感想の欄にゆずるが、この１年間は本当に貴重な体験をさせてもらう

ことができ、このような機会を与えてくれたAMDA､JENの皆様には心から感謝中しあげた

活　動

ドザグレブオフィスにて

　件吊７目から今年１月末まではザグレブオフィスで様々な業務を手伝わせてもらった。

士有村浦は立正授戒会から送られる愛のポシェット配布プロジェクト、日本からの援助物資

白布である、ニのほかにＵＮＨＣＲから取得するIDカード申請手続き、ＵＮやSFORの飛行機

予約、L記他の援助団体との連絡業務で必要な書類作成、レポートの翻訳を行った。

２）スラボンスキブロッドオフィスにて

　97吊2月より６月まで、渡辺はなこさんの後を引き継ぎ、スラボンスキブロッドにて家庭

訪問プロジェクトを担当した。と同時にこの期間UNHCR Zagreb の倉庫に残っていた援助

物資配布を継続していった。

　スラボンスキブロヽソドでは､責任者としてプロジェクト運営､監督に携わる業務を行った。

スタッフのミーティング日数､レポート提出に関するルールといった細かな点の変更を除い

てはプロジェクト自体は以前と同様の状態を保ち､ソーシャルワーカーたちの運営に大幅に

任せることにした。払の仕事としては毎週のレポートに目を通したり、ともに家庭訪問に

行ってJENスタッフの働きぶりや受益者の生活状況を見たりした他、家庭訪問のための食

料、おむつ、医薬品購入にともなう仕事、会計管理が挙げられる。

　この様なプロジェクト運営と平行し、プロジェクト終了に向けての準備も行った｡終了時

期､終了方法などの詳細は未決定であるが､このために地元の援助団体や関連機関に訪問し

て活動を把握する､JENの受益者の英語版リスト作成をしていた｡事務所移転のために私の

帰国以前に計画通り終了できなかったため、これは新任者に継続予定である。

感　想

　最初に述べたように、この１年間は様々な意味で貴重なものであった。１年間すべてが万
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　　　　　事順調というわけではなかったが､援助団体での仕事を実際に目にできたこと、このような

　　　　　仕事上問われるものを知りえたこと、また難民､被災民の抱える問題を身近に見聞きできた

　　　　　ことは、今後の私の日々の生活の中で大きな部分として残るはずである。

　　　　　　当初は､私の想像していた援助団体のコーディネーターの仕事とザグレブオフィスでの仕

　　　　　事とがあまりにもかけ離れていたものであったため、とまどいや不満があった。しかしポ

　　　　　ジェット配布に携わるようになってからは､コーディネーターが黒子のように土台となって

　　　　　いるからこそ援助活動が可能となるという木山さんの言葉が身に染みて納得でき、またその

　　　　　言葉がこの１年間絶えず支えとなっていたのである。

　　　　　　日本で説明を受けた派遣地と異なりザグレブ本部で働くことになったことは､疑問が多々

　　　　　あったが､今にして思えばかえって幸いなことであった｡ザグレブオフィスでは本部という

　　　　　性質上､各フィールドオフィスのプロジェクトの様子を若干であっても知る機会は多分にあ
●y　●　　り、本部の様子を知っていることはのちにスラボンスキブロッドに行ってからも多いに役

　　　　　立ったと思う。ポシェット配布を担当したことでプロジェクトにも参加でき､援助物資配布

　　　　　に際してはLogisticsの面を多少なりとも引受けたことになる。

　　　　　　また最も幸いだったのは、その後スラボンスキブロッドの仕事を任されたことであるが、

　　　　　これもザグレブオフィスでの経験があったからこそなんとか無事にこなすことができたはず

　　　　　である。スラボンスキブロッドでは責任者として仕事をしたわけだが､立場が変わったこと

　　　　　で上司が他のスタッフに望む働き方を知る機会を得､ザグレブオフィスでのインターンとし

　　　　　ての私の仕事ぶりを自分なりに顧みることもできた。

　　　　　　もし後にインターンを受け入れるのであれば､派遣されたインターンの希望､能力や滞在

　　　　　時期、プロジェクトの状況にもよるだろうが、初めの数カ月をザグレブ本部で、その後

　　　　　フィールドオフィスでの仕事という順序が望ましいのではないかと思う。

　　　　　　今後インターンがJEN派遣されるか否かはわからないが､私の１年間は非常に有意義なも

　　　　　のであったし、また、JENに少しでも貢献できたことを願う。

ｒ●

1997年６月、スラボンスキブロットのスタッフたちと
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援　助　物　資

調整Ｈ　西野　裕子

１　概略

　昨年日本からの旧ユーゴスラビア向け援助物資は、９月ﾄﾞ句にイタリアのトリエステに到

苫し、[]本通運によりザグレブのUNHCR倉庫に運ばれた、

　冷らかじめ配布先が決定しているものもあったが､未決定の物資は各オフィスからの希望

特がしてもらった土で決定した｡物資の配布､使用方法はプロジェクト内容や地域のニーズ

じ合わせて各JENオフィスに考慮してもらったが､JENのブロジェクトでの使用、近辺の難

ドヒンター、他の掴ま11体や関連団体／施設への寄贈に大別できる。

　を=終的こは人々が採油物資に頼らず生活できる状況に向かうべくJENが活動しているのだ

ｶ八誰民、披見民の生活状況は一一般的にまだまだ困難である。昨年届いた物資同様、今年日

本からの援助品が送られれば配布先は多分にあり、JENと受益者にとり纒ばしいことであ

る、

２　配布先

　採訪物資の配布先については別紙１の表を参照。

･r●

３　現地での保管、輸送

　１）保管

　UNHCR Zagrebの倉庫にポシェットとともに保管を依頼し許可を得た。イタリア、クロア

チア間の国境でトラック輸送が円滑にいくよう、ＵＮＨＣＲより積み荷が援助物資である証明

沢を作成してもらい、イタリアの日本通運支店に送った。UNHCRの倉庫から物資を受け取　･や‾●

るにあたってば、毎回、１日前までにLading lnstructionを作成してもらうよう、受け取る

物品名、数量、配布先、受け取り日時、輸送手段を明記したファックスをUNHCR Logistics

に送った。

２）輸送

　下記以外はJENの車で輸送した｡車の燃料代を節約するため､物資輸送のみのために配布

先のオフィスに向かう、あるいはザグレブまで出向いてもらうことを極力避けた／ﾄﾞ記の物

資は大きさ、量の面から他団体に一括輸送してもらう方が良いと判断したものである。

　土シポボオフィス向け／セーター17箱、ミシン１パレット、おむつ13箱

　　SFORにより陸路で輸送した。

　ブゴラジュデオフィス向け／タオル６箱
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　　　　　　　SFORによりザグレブからサラエボまで空輸をしてもらい、サラエボでゴラジュデ

　　　　　　　スタッフが受け取った。

　　　　　4　UNHCRについて

　　　　　　UNHCR Zagrebではロジスティックスは大幅に縮小されたようで､以前には少なくとも３

　　　　　人はいた担当者が現在では１人のみである｡この１名もロジスティックスの業務を引き継い

　　　　　ではいるものの、プログラムで働いている。現在UNHCR Zagreb で所有されているトラッ

　　　　　クは東スラボニアヘの物資運搬にのみ使用されている｡ＵＮＨＣＲにボスニアヘの輸送を依頼

　　　　　するのはほぼ不可能であり、たとえ東スラボニアヘ運搬を依頼するにしても１トラック350

　　　　　ドイツマルク請求される。

　　　　　　またUNHCRは今年１月より赤ﾄ字の倉庫を借りており、倉庫での様々な業務は赤十字の

　　　　　スタッフが行っている。倉庫は今年も使用できるとは思うが、赤十字、ＵＮＨＣＲの物資の都
が●　合によっては断わられる可能性もありうるので､早めに使用願いを出しておいたほうが無難

　　　　　である。

５　各オフィスからのリクエスト

　今年度､各JENオフィスの活動地域でニーズが高いと思われるもの、あるいはプロジェク

トで必要な品目を挙げてもらった｡これらの希望品目が必ず送られてくるとは眼らないこと、

例え来るとしてもポシェットとともに今年夏になることは各オフィスの了解済みである。

1997年５月時点の希望のため､若干の変更かありうるが､今年日本で援助物資を集める際に

参考になれば幸いである。このリストは別紙２に添付した。

ｒ●

６　今後の援助物資輸送を計画する上での改善点、注意点

　１）箱、あるいはパレットの外側に物品名、数量、重さを日本語のみでなく英語でも

　　　明記する。

　→ＵＮＨＣＲや他団体の倉庫等での保管やこのような場所からの輸送を行う時､相手側によ

　　る書類作成もろもろの手続きがより楽である。これはUNHCR Logisticomcerより指摘

　　を受けた。

　→ローカルスタッフのみによる輸送や在庫確認の際、英語表示が必要である。

２）日本発送時に配布先が決定している物品､特に重量の大きいものは可能であれば配布

　　先オフィス近くにあるＵＮＨＣＲ倉庫に直接輸送できればありかたい。特に援助物資が

　　ポシェットとともに届くのであれば、各地に直接輸送する手続きをポシェット、援助

　物資-括して行えるはずである。

→ザゲレブから各オフィスにJENの車で輸送する時間、コストが削減できる。

→肌量の大きい物､個別では少量でも配有数が多い物品の箱はJENの車では輸送困難な場

　合がある。
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３）日本側、ザグレブオフィス側に共通の物資リストを作成し、双方で持つ。リスト

　ぶよ］暇7見送副二引jllなi覗り物品名、箱番号、梱包状況、箱数、箱の個別サイズ、個

　ｙ　パlの≒で々Ｃ入する｡なお､案として理想的なリストを別表３に記入例とともに添

　･レト

一九げいが今旧影づこ捨資計|、数量などの確認が容易である。

　リ?‥ヤゴ.h.撰仁ﾌ輸］玉を依頼する際、梱包状況、箱の個別の大きさと恥litが必要である。

川……,417り;1･==牡彫j=S弓IFtt=1万な,Mを明確1こする

一｡,万………千ﾌtよ=J≒･一一1万………ﾊﾟﾒJ……,，へ･ヒ(｡7.:)1.i斟-liを受けたが実際には乳幼児用で，スラボンスキブ

　=レシ｡レノj……=一犬･-･………7.-………li1万･ﾋﾟ｡‘:｡'｡1.?Xさなくてはならなかった。

7……:｡1｡9｡=汗万り|ﾌﾟ几り吋L較的簡単、単純なものがよい。

‥白私異て=･jJ｡'.Jj･41吋1.1111こ=･きy;あっても受益者は読めない。また場合によってはＪＥＮスタッフが

　すべて､i……j…………にﾆ;。り!lt '-･ちf吏用方法を説明する余裕がない。

レゴツ詐谷回:ついては新品でなくとも、まだ使用できる中古品でも差し支えないが､消

　耳漏についてにL新品、それに近いものが望ましい。

→昨千述ら利た学用品の中には使用に値しないクレパス､絵の具が混じっており、受け取

　引制の気持ちを憂慮する報告がシポボオフィスより寄せられている。

;づ衣服部はなるべく大きいサイズが良い

→』'｡供、大人共こちらの人は体格が大きい

f●

い日本発送から旧ユーゴ到着までの輸送中、物資の破損がないよう梱包する．昨年届い

　こ物資二問題は全くなかったが､例えば昨年RKKから送られたセーターの箱には防虫'．"●

　ｊが人づており、このような細かな気づかいはJEN、受益者にとって大変有難いもの

　子ジド:.

ソ　百行がその上うにプロジェクトなどに使用されているかを写真撮影して､可能なかぎ

　　Jづ早く物資寄艦首、あるいはAMDA、RKKにお礼状とともに送る。

→送った物資が現地でどの上うに使われているかをこちらが報告するべきである。

→寄贈者にとり、寄付した物の使用状況が具体的にわかるのは喜ばしいことである。

16　国際医療協力　vol.20　N｡｡9・10　1997



ｆ●

r.゜●

1996年11月、プコバル（クロアチア東部）で、立正佼成会からの

ボランティアによる愛のポシェット配布

ポシェット配布後、子どもたちと
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ｆ●

ｒ●

別紙2　希望物資リスト
オフィス名 希望物資 個数 記

リて力 絵描き道具 子供用

;裁縫道具

毛糸

糸

　　　　　　下着

　　　　　　スポーツシダズ

‾･才･･一回　　冬用衣服

　こ　ｊ　　　　岑用タンク

　　　　　　雅一ダブルヽ-1レ

　　　　　　毛布

一 一 一 一 一 一 　 －

　 １ ３

　 ｊ

一 一 一 一 一 一 -

　 弓

－ 一 一 一 一

以下すべて6う才

以上の人を肘凍

一 一 一 一 一 一 　 －

ノご．
一-･･-･----･-･-･-‥･･･-･　－
ｇ贈

蜀

●－●皿皿㎜･■-■I･㎜■･㎜･I-･･■-･
糸

------……………-　‥
凛顛の息’爾駄

・‥-一一･･･-一一･-一一

厦

｡

冬用衣胴

　■　･･■･･･■■･--･㎜･･-･=-- - -･

夏

、

冬用靴

Ｉ
　
Ｉ
Ｉ

１

ｊ

ｌ

一
一
I

‐
'
s
l
~
･
I
I
1
1
1
1
1
1
1
~
l
~
I
I

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
一

.･.zn

」･J

・-¶
IU

1蓄ｊがう……………’･Ti-｀一一’穴，

jrぷj.かね…………ｼﾞ.h.･よｰ;-一一，

万万

一一

＆の.j、ンンーフｙλ訥

■･皿㎜･-一一J---－･㎜･･･■-jii--－一一

､

ト

㎜■㎜㎜■■■㎜㎜■㎜㎜■　㎜■■

l初歩し7‘･
ヽ
≒jl,-

　---------･---･----・
!3--･18才ﾌﾞ)孤児用

..一‥..-..-...－………_......､_………-.1
　　　　　　　　　　　　　1

　‥-‥･……………-‥･--･---……

　　　　　　　　　　　　　l
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７ｌｌａ　１９９７年(平成９年)８月１６日　　土曜日學斤iJ,iSr､．_ＬＪ

　
　
「
ど
う
し
よ
う
も
な
く
悲
し

い
現
実
に
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ

れ
る
ぱ
か
り
で
し
た
」

　
倉
敷
市
西
坂
の
会
社
員
内
山

か
や
さ
ん
（
ニ
こ
）
は
昨
年
三
月
、

内
戦
に
よ
る
混
乱
が
続
く
旧
ユ

ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
各
地
を
訪
問
し

た
。
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

ﾀﾞ●

；

ド
芯

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
岡
山
市
楢
の
違
い
を
理
由
に
殺
し
合
う
事

津
）
が
企
画
し
た
「
ス
タ
デ
ィ
態
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
、
冷
戦
終

Ｉ
ツ
ア
ー
」
の
一
行
と
し
て
。
結
後
の
世
界
中
に
衝
撃
を
与
え

　
爆
風
で
崩
れ
た
教
会
、
銃
弾
た
。
九
五
年
末
、
武
力
紛
争
は

で
無
数
の
穴
が
あ
い
た
家
屋
、
収
ま
っ
た
が
、
内
戦
で
約
二
十

戦
火
を
避
け
て
身
を
寄
せ
合
う
万
人
の
死
者
ご
二
百
万
人
も
の

お
年
寄
り
、
子
供
・
・
・
。
　
　
　
難
民
を
生
み
出
し
た
。

　
日
本
で
は
風
化
し
つ
つ
あ
る
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
七
団

戦
争
の
生
々
し
い
″
現
＆
¥
d
!
1
で
つ
く
る
日
本
緊
急
救
援
Ｎ

そ
こ
に
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
内
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
）
の

山
さ
ん
は
驚
き
と
恐
怖
を
率
直
　
一
員
と
し
て
、
九
四
年
か
ら
診

に
リ
ポ
ー
ト
に
書
き
留
め
た
。
療
所
や
薬
局
の
開
設
な
ど
、
和

　
　
「
平
和
に
慣
れ
き
っ
て
い
た
平
再
建
に
協
力
し
て
い
る
。

私
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
で
　
　
「
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
は
、

し
た
。
平
和
の
意
味
を
真
剣
に
世
界
各
地
の
紛
争
・
災
害
地
域

考
え
、
こ
の
体
験
を
少
し
で
も
の
状
況
に
肌
で
接
し
、
自
分
た

多
く
の
人
に
伝
え
な
け
れ
ば
と
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

　

も
ら
お
う
と
企
画
。
日
本
各
地

の
市
民
や
学
生
を
現
地
へ
派
遣

し
て
お
り
、
旧
ユ
ー
ゴ
に
対
し

て
は
九
四
年
か
ら
十
数
回
、
計

三
百
人
以
上
が
参
加
し
た
。

　
日
本
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

　
高
校
生
や
大
学
生
の
若
い
世

代
が
、
ツ
ア
ー
参
加
者
の
大
半

を
占
め
る
。
約
一
週
間
、
難
民

キ
ャ
ン
プ
や
学
校
、
病
院
な
ど

を
訪
問
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
救
援

活
動
も
視
察
す
る
。
参
加
者
は

テ
レ
ピ
で
は
知
っ
て
い
て
も
、

直
接
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

″
戦
場
″
の
悲
惨
さ
に
強
く
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
破
壊
さ
れ
た
街
並
み
や
生

活
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
参
加
者
の
顔
つ
き
が
変
わ

/●

か
つ
て
の
激
戦
地
に
立
つ

幼
稚
園
を
慰
問
す
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

の
参
加
者
ら
＝
平
成
８
年

３
月
、
ク
ロ
ア
チ
ア

Ｉ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
空

手
が
盛
ん
な
現
地
へ
道
曹
約

五
百
着
を
送
っ
た
。
世
界
の

平
和
に
目
を
向
け
る
動
き

が
、
若
い
世
代
に
芽
生
え
つ

つ
あ
る
。

　
　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
世
界
平
和
の
実
現
へ
共

通
の
価
値
観
を
持
つ
こ
と
が

必
要
。
二
十
一
世
紀
を
担
う

若
者
が
、
世
界
の
ど
こ
か
で

続
く
紛
争
に
関
心
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅

波
茂
代
表
は
期
待
を
込
め
て

旧
ユ
ー
ゴ
を
訪
れ
学
習

っ
て
い
く
。
″
戦
争
体
験
″
を
で
き
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
」
　
　
受
し
て
い
る
。
だ
が
、
世
界
言
う
。

共
有
す
る
こ
と
で
恒
久
的
な
平
　
平
和
な
日
本
と
、
戦
場
を
抱
に
目
を
向
け
る
と
、
現
在
も
　
日
本
が
半
世
紀
以
上
維
持

和
の
尊
さ
に
気
付
く
よ
う
だ
」
。
え
る
世
界
。
ツ
ア
ー
参
加
者
の
民
族
紛
争
・
地
域
紛
争
を
抱
し
て
い
る
平
和
の
あ
り
が
た

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
の
林
信
秀
さ
多
く
が
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
え
る
地
域
は
約
三
十
ヵ
所
に
さ
、
大
切
さ
を
、
世
界
か
ら

ん
（
二
八
）
は
、
ツ
ア
ー
の
教
育
効
て
と
り
、
受
け
止
め
て
い
る
。
上
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
見
詰
め
直
し
て
ほ
し
い
。
「
ス

果
を
語
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
　
　
県
内
で
は
、
山
陽
高
校
「
鴨
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」
は
、
そ

　
　
ｉ
き
ょ
と
化
し
た
街
並
み
　
高
ま
る
若
者
の
関
心
　
方
町
六
条
院
中
）
の
吹
奏
楽
ん
な
願
い
が
込
め
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・中国雲南省歯科診療報告

第３回中国雲南省歯科プロジェクト報告書

ＡＭＤＡ歯科（治療）プロジェクト委員長

　　　　　　　　　　　　　　島津　渡

　今回は第３回AMDA中国雲南省歯科プロジェクトとして、1997年８月15日～８月22目ま

での日程で行ってきました。余楽村では、17日、18日、19日の３日間治療を行いました。

歯科プロジェクトを推進するにあたって、広東省白雲区衛生局、白雲区人民政府、白雲区人

民病院の皆様の協力､また余楽村人民及び各関係筋に多大な援助をいただき感謝いたします。

　歯科プロジェクトは人民参加で地域に根付き、村民が受け入れていただいてこそ､成り立

つものと思っています。今回は村民参加型でまずまずの成功と思っています。

１。 日程

　８月15日～８月22日

２．構成メンバー

　笹山　徳治（調整員・中国プロジェクト委員長　47才）

　島津　　渡（歯科医師・中国歯科プロジェクト委員長　46才）

　中塚　項子（歯科医師・勤務医　26才）

　角南　次郎（歯科医師・岡山大学歯学部第二口腔外科講師　40才）

　安田　朝服（医学生・岡山大学歯学部歯学科在学中　22才）

　石川　浩三（高校生・文部省交渉政策研究交渉準備委員　17才）川
　
石

石
立
張
欧

３．

　１

　２

弥生

友梅

陽英

(高校生・手話サークル"チャイルド･･生徒会役員　17才)

(歯科医師・広東省白雲区人民病院口腔外科　36才)

(看護婦・広東省白雲区人民病院内科)

目的

余楽村余楽小学生の歯科検診と歯科治療、公衆歯科衛生

余楽村人民の歯科治療と公衆歯科衛生

４．結果報告

　１　余楽村余楽小学生の歯科検診　　・

　　　〈場所〉余楽小学校教室

　　　〈日時〉1997年８月17日　午後２時半より日没まで
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　　〈人数〉131名中60名検診　う蝕歯数596本

　これは１人あたり10本の虫歯を持っていることになる。日没で終了。 17日は日曜日で停

電でした。教室には電燈もなかった。

２　余楽村人民の歯科治療結果

人数（名） 民族 抜歯した本数（本） 治療した本数（本） 年齢層（才）

18日 62 納西 105 12（AF充填・麻抜） 7～70

18日 ７ 納西 6～20

19日 57 納西 127 44（AF充填・麻抜） 6～68

19日 32 納西 7～66

合計 158 納西 232 56 6～70

　余楽村の人達は､今だ歯科医にかかった事がないのかと思うほど､歯科医師が来余するの

を恋人を待つかのごとく長く長く待っている様子でした｡治療班と抜歯班に分かれて､18日

午後３時より治療開始です。 50才以上の村民の中には、名前の書けない人もいます。学校

長、又は村長にお願いし、代筆してもらいました。子供達の中には新1年生もいた様に思い

ます。治療、抜歯にも限度がありますヨ。

５．今後の歯科活動

　１　歯科巡回診療事業（移動歯科診療車の必要性について）

　雲南省21民族1200‾万の為にも、移動式の診療車が必要であると、ここ2～3ヵ月間思考し

ています｡現在は、日本より在宅用治療機器を携帯して麗江まで行っています｡帰国すると

オーバーホールに出すありさまです。移動診療車であれば

　イ。村から村へ素早く移動が出来る。

　ロ｡電力を自家発電し、かつレントゲンも車中に設置出来る。

　ハ｡診療設備が完璧なものになる。

　ニ｡緊急救援プロジェクトにも使用可能である。

　ホ｡携帯用治療機器も同時に使用できる。
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　２　チーム構成は　日本側(AMDAメンバー)、広東省白雲区人民病院衛生局側､雲南省側

との３合同チームとしたい。

３　事業内容

１）食習慣口腔衛生の予防教育

２）母子保健と公衆歯科衛生

3）Perioと歯間周囲炎等の予防と治療

４）歯科衛生士の研修

5）Cariesの治療

６）その他

４　担当は歯科プロジェクトメンバー、プロジェクト推進局(本部)、中国プロジェクト員

５　財源は一般募金、又は寄附その他でお願いしたい

中国雲南省歯科巡回／ヘルスポストプロジェクトの推進事業

　今回の治療結果より考えまして､早急に歯科巡回､又ヘルスポスト設置運営がいかに重要

か？重大な事業であるか思い知らされた気がしました。

〈内容〉

　１　中国雲南省歯科衛生士育成交流事業

　　　雲南省昆明又は麗汪にある衛生学校卒業生の岡山県卒後研修及び交流を推進し､帰国

　　　後はＡＭＤＡ関連プロジェクトに勤務する事。

２　中国雲南省AMDA歯科ヘルスポスト設置運営事業

　イ。歯科衛生士育成を麗江で目指す。

　ロ。設置場所については雲南省衛生庁人民政府等関連諸機関と協議、決定し、少数民

　　族の村々に設置したい。

　ハ｡業務内容としては、歯科衛生士又は、保健婦等により

　　・食習慣、口腔清掃、手洗い、口腔衛生予防教育

　　・Perio歯間周囲炎等の予防と治療

　　・歯科巡回治療計画運営、身体障害者などの治療

　　・その他

この２つの事業計画を推進出来ますよう、諸関係の皆様方にご協力をお願い致します。
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中国雲南省歯科治療体験報告

歯科医師　中塚　項子

　今回､ＡＭＤＡでのぽi科医療チームの一員として、中国雲南省､麗江で活動を行い、その報

告を行う。

　払は今年の３月に研修医過程を終え、４月から岡山の島津完生のもとで山村医として働い

ている。そこで、初めてＡＭＤＡのことを知ったわけだが、まさか白分かその一一〇としてこ

∧上白ご活動を行うことになるとは正直言って思いもよらなかった､診療所では、今来の患

≒さ/レ剔秀るたけでなく、依頼により往診での治療も行っている｡そういう面では、診療所　　。

ﾌﾌﾞ啓｀へ白おｼﾞ今行うということに違和感はあまりないだろうと予想していた。それにレごも、　

●

ニ刀札訣者に　一体何かできるのであろうか｡行ってもそんな犬切な場所で足を引っ張ったり

古る九ゲごはないかという不安感で本当に行くまでは悩んだ目が多かったっどんどん目は経

ち√隨ただしく準備をし、行くからには何か役に立てればいいが…という気持ちと、自分の

てきる範囲で精一一杯やってみ上うというチャレンジ精神と､中国って一一体どんな所なんだろ

うという好奇心を抱きながら、この活動が始まる日を迎えた。

　8015目（第１日目）は、関西空港から広州までの移動。中国まで３時間少しで酋くんだ

どいうｙさの驚きと、現地の蒸し暑さ、想像以上に大きな都市であることに驚いた｡ＡＭＤＡ

雲州のスタッフと顔合わせをし､いよいよ始まったぞという実感が湧くと同時に､言葉も生

託習慣、文化も違う所で本当にうまく活動ができるのかという不安感で一杯であった。

　８目16目（第２目目）は、中山記念堂見学の後、白雲区人民病院を視察できるという事で、

日本とどんな風な達いがあるのかと少し楽しみであった｡大きな病院である。中は思ったよ　●

りも暗く、衛生面ではあまり完璧ではなさそうだというのが本音である｡思いがけず歯科の

診察室を見ることができた。ユニット（治療用椅子）５台、Ｄｒ６人。ユニットを始め機械は

相当占い物と見られる。日本でお馴染み唾液や水を吸引する装備、うがいをする装備が付い

てあるにもかかわらず､そこは全く使用されていない｡ユニットの横にバケツを置いてあり、

少し削ってはそこに吐くという具合で治療をすすめていた｡衛生士さん､助手さんの姿はそ

こには見当たらなかった｡歯科レベルは､日本よりも低いということであるが､虫歯の治療、

義歯の作成という基本的な治療を行っているらしい｡食事の関係上最近は子供達のう蝕が増

加しているということだ。また､手術は行いたいが機械､技術の都合により今は無理だとい

うことを聞き､大きな病院であるのにやりたいのにできないというのが､本当に残念だなあ

と思った。ここでは､後より活動を共にする女性歯科医師張友梅先生と対面､言葉は全く通
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じないが、同じ女性の歯科医という事でか、一緒に活動ができるというのが楽しみだった。

広州から飛行機で1時間少々の所にある雲南省の首都昆明へ移動｡海抜1900mである為か広

州よりもずっと空気が澄んでいるような感じを受ける。ここもまた栄えた都市という印象。

　　　　　　８月17日（第３日目）、早朝より昆明から約1時間の所にある麗江までの移動と活動開始。

　　　　　出発から３日目にしてやっと本当の目的地､被災地である麗汪に到着｡飛行機から降りた瞬

　　　　　間、空は明るく風が気持ちいい、空気がきれい、のどかという感じを受ける。ここは海抜

　　　　　2000m以上の高原である｡空港では村長さんをはじめ､村の代行者ナシ族の民族衣装を着た

　　　　　女性、そして子供達が迎えてくれた。さあ、いよいよだという気の引き締まる思いがする。

　　　　　昼食をとり少々休憩し、バスで更に40分揺られながら余楽小学校へと向かう。バスから見

　　　　　る景色は今までと全く異なり、日干しのレンガ造りの家や石畳の家が多く、当たり前のよう

r･1●　　に牛や豚、にわとりが道路を歩いており辺りはとうもろこし畑があり、ひまわりが咲き、夏

　　　　　であるにも関わらず､菜の花畑がちらほらとし、まるで絵本の挿し絵のような感じがし、時

　　　　　がLLまっているような感じすらする程であった｡余楽小学校に着き､待っていましたと言わ

　　　　　んばかりに子供達が列を作ってくれて私達を温かく笑顔で迎えてくれた｡何だか初めて来た

　　　　　私にもこんな態度で迎えてくれて､本当に感動してしまった。どの子供達もとても目が澄ん

　　　　　でいて、とても可愛い。被災から約1年半経ったというのもあるかもしれないが、ふさぎ込

　　　　　んでいるだとか、元気がないという様子は全くなく、子供らしい､無邪気な表情で元気一杯

　　　　　である。さあ､治療を始めるという時が来たのだったがあいにく日曜日という事で電気が供

　　　　　給されておらず､急速子供達の検診と口腔内写真の撮影を行うことになった｡それにしても

　　　　　部屋の中にものすごい数のハエがいる｡話は間いていたにも関わらず､防虫スプレーを持参

　　　　　するのを忘れてしまっていた｡せっかく滅菌してある器具も台無しである。明日は防虫スプ

　　　　　レーを用意しなければということに…｡口腔内の状況は､ブラッシングの習慣がない割には

　　　　　ひどいう蝕というよりも治療可能なう蝕が多い｡乳歯はともかく永久歯のう蝕罹患率は100

f●　　％である。とりあえずヽ乳歯よりも永久歯のう蝕を優先的に治療しなければいけないという

　　　　　思いはどのDrも同感していた。約60名の検診を終えたところで終了となる。スムーズに進

　　　　　められたのも､張先生､看護婦の欧陽英さん､AMDA中国のスタッフ達のお陰だったと思う。

　8H18日（第４日目）は、余楽小学校の落成式と医療活動。朝食後、余楽小学校へ向かう。

今日は小学校の落成式｡歯科医療チームの私達もその式典の準備を手伝いながら､歯科治療

の用意を進める｡落成式では､我々のチームからは歯科大生である安田朝里さんの作成した

ブラッシングの方法等のポスターと、歯ブラシを贈呈した。落成式が無事に終了し、いよい

よ本格的な治療開始へ。抜歯班2、治療班1、計３班に分かれ、処置に入った。今日は一般

の大人の患者さんも交えて行った。口腔内の状態はひどく、全体的に歯石が付着しており、

う蝕になっている歯は､よくここまで放置しておけたなあ随分痛かっただろうに…というよ

うな歯ばかりである。そして歯科治療を受けるのは初めてだという人がほとんどで､治療を
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受けたくても受けられないというここでの現実の状況を改めて知り、ショックを受けた｡片

や日本では歯科医師過剰になっているのに…｡私は主に抜歯班で抜歯を行ったり補助につい

たりしていたのだが､抜歯時は悪戦苦闘する場面も多く、新米ぶりを発揮してしまった。ま

だまだ未熟だということを思い知らされると同時に､いろいろな面で今後の大きな目標や課

題が見えたのが実際であった。そして今日気が付いたことは、この余楽の村にもアイスク

リームやスナック菓子等があるんだということである｡というのも治療を待つ子供達の中に

何人か間食をしている子供達を見かけたのだ。こうしてブラッシングの習慣がないうえに、

人工甘味料たっぷりの菓子類を食べると、なるほどあっという間にう蝕になる筈である。し

かし､子供達も本当に我慢強く治療を受けたなというのが実感である。日本で一般の子供達

の歯科に対する意識はというと、歯医者さん・歯の治療=痛い=怖いというイメージがある

と思うのだが､ここの村の子供達はそういう潜在意識がない為かきちんと口を開け､麻酔時

もよく頑張り、終わるとにこにこしている子さえいて少し驚いた。「口を開けて」という言

葉こそ中国語で言えたのだが、あとの言葉が通じないのが本当に残念であった｡今､声をか

けてあげたい､こういうことを伝えたいということが山ほどあるのにそれを中国語で表現が

できないもどかしさで一杯だった。こうして治療2日目もあっという間に終わった。昨日と

同様、使用した器具は持ち帰りホテルで洗った後消毒をし、次の日に備えた。

　８月19日（第５日目）、歯科医療活動３日目、最終日。

　早朝､歯科治療チームのうち高校生2名が学校の都合上帰国しなければいけない為、ホテ

ルより見送る。疲れていても、疲れた顔1つせず、本当によく手伝い、自分達の活動を行っ

ていた｡本当に助かったし、感謝すると同時にちょっと寂しい｡歯科治療は今日が最終日で

ある。実はこの日、私は用意する際､重大な失敗をしてしまった。というのも治療を行う機

械の配線を間違えてつないでしまったのだ｡中国と日本では電圧が達うため変圧器を通して

配線しなければいけないのに直接コンセントをつないでしまったのだ｡途端に機械からモワ

モワーっと煙が出てきた｡すぐに電源を切りコンセントを抜いたが煙が止まらない｡泣きた

い気分である。最終日とはいえ、やっと午前から治療が出来る日なのに、これがなければ治

療ができないではないか｡何てことを私はしてしまったのだろうという情けなさと､今日は

どうなってしまうのかという不安でどうしようもない｡他のできる準備をまずしなければと、

用意をしているうちに何とか煙だけは止まった｡島津先生に事情を説明し､先生が配線を整

え、電源を入れてみる。動いたリ　　何とか壊れてないかもしれない、やったり　よ

かったリ　今日無事に治療が行えるりと思った瞬間に涙がこみ上げてしまった｡という

騒動がありつつ､今日は午前中から夕方近くまで通して治療をすることができた｡それでも

まだまだ､診て欲しいという患者さんが後を経たなかったようだ｡時間の都合上、もう終わ

りになりますよと現地の人の説明により治療の活動が終了したが､診て欲しい人がいるのに

診れないということで、とても心残りだった。そしてアフターケアが直接出来ないことや、

治療の続きができないことが残念であった。その後昼食をとり退散。この日の夜､島津先生
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は疲労と食あたりでダウン。ホテルで点滴まですることに…。

８月20日（第６日出、朝早く集合し、闇汁を後にし昆明、琵明から広州へ飛行機で移勤っ

　８月21日（第７目田、侵食をとった後もうすぐ開院‾折定の広州市白雲区社会医院を視察。

その後講演会を行い、歯科医療チームでは、島津先生による、今回のプロジェクトの報告、

角南先生による日本での歯科医師になる為の過程等の説明、質疑応答が行われた。

　　　　　８月22日（第8日出、早朝集合、広州から関西空港まで帰国、無事に機械も持ち帰り、関

　　　　空にて一団解散となる。初対面の人がほとんどで、7泊８日の団体での活動であったが別れ

　　　　る際には本当に名残惜しく、寂しい気持ちになった。
r｀゛

　　　　　最後に今回の活動を通して感想を述べたい。

　　　　　この活動に参加させてもらいたくさんのことを学ぶことができたと思う｡歯科医帥として

　　　　の自覚はもちろんのこと､医療とは…ということに関していろいろと考えさせられる面がた

　　　　くさんあった｡こういうことを考える機会に恵まれただけでも私にとって大変プラスになっ

　　　　たと思う。そして､医療を通じて、たくさんの素晴らしい出会いに巡り会えた。これはもう、

　　　　何にも代え難い私の心の財産といえるだろう。今回､失敗や､皆様に迷惑をかけてしまうこ

　　　　とが多々あったにもかかわらず､歯科治療チームの人達はもちろんのこと、同行した他のス

　　　　タッフの方、中国の方までが本当に親身になって助けてくれ、感謝の気持ちで一杯である。

　　　　また中国に行くまでの準備やいろいろなアドバイスをくれたスタッフにも本当にお礼を言わ

　　　　なければならない｡そしてみんな体調を少しずつ壊しながらも無事に活動を終えることがで

　　　　きてよかったと思う。

　　　　　この経験を少しでもこれから生かせたらいいなあと思うし､知らず知らずのうちに必ず生

節●　かされるような気がする…と信じている。
　　－
　　　　本当に皆様ありがとうございました。
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・ ＡＭＤＡ一カンボジア　クリニック（ACC）報告

-

●

ＡＭＤＡ一 Cambodia Dr.Sieng Rithy

　　　　　　　　翻訳　　荻野千明

　97年7月にＡＣＣを開院して以来､身体障害者や、プノンペン近郊の村々の貧困者層への

保健医療活動を充実させるため、多忙な活動を続けている。

　このACCには３人の医師と、２人の看護婦かおり、月曜日から土曜日の午前まで、１日８

時間半開院し、診察を行っている。当初、診察に訪れる患者は、１日平均９名程度であった

が、日に日に患者数は増加し、現在では内科､外科診療等、１日15～30名の患者数を抱えて

いる。

　ACCを訪れる大多数の患者は、身体障害者や貧しい人々であり、ACCの方針とし忿無料　’｀●

診察をおこなっている。ただし、１部の人々に対しては低料金での診察をおこなっている。

　現在､ACC周辺の人々への保健衛生教育と栄養摂取のプログラムを計画中である｡私たち

はこれらの活動を通して、ナショナルプログラムであるエイズ､結核､保健衛生学を保健省

と共同研究していくつもりである。

　これらの活動の他にも､ACCでは､貧困者層の環境から発生するいくつかの病気に対する

研究、特に精神病治療法や生活衛生学の研究もプログラミングしている。

　またACCでは、本来の使命であるカンボジアで起こる全ての緊急事態に対応する準備が

できている。実際、カンボジアの地方を脅かしている災害､洪水を解決すべく方法も模索し

ている。

　将来はＡＭＤＡ－カンボジアのスタッフの質の向上のために、日本において保健医療の研

修、人材育成に関する研修ができることを望んでいる。

最後にAMDA－カンボジアのスタッフ全員は、日本のみなさんからのカンボジアでのプ

ロジェクトに対する暖かいご支

援にとても感謝しております。

この誌面をお借りして御礼申し

上げます。

　今後もＡＭＤＡ 一インターナ

ショナルの方針である"Better

Quality ofLife for a Better Future"

にのっとりベストを尽くすつも

りです。

　　　　　　　　ACC正面玄関

28　国際医療協力　VOI.20　N0.9 ・10　1997



ｒ゛｀

ｒ警

診療風景

　　　　　－診療風景

レ廟跨IS串自自皺isi-づ3：　サ||||||言回診

…………ｻﾞ゜゛'‘1作手ﾗ:i:'問雫1緊言ｿﾞ尹禦陽ｻ野響尹呂:‥==::=:………………=雫祠9Z==j=:===にｼ･==･

　 ・ S 1 ･ 一 一 一 一 . . . ･ . l 一 一 一 一 ･ . 　 '

… … … … … … … … … … S - - ･ i l i i ･ 　 - 一 一 ･ i ‥ . . i . j j _ ' . ' . ' . ' .

゜ - r 5 ' - ･ ' Z - ｺ ･ ＝ | - - ･ ･ _ - 1 . - _ - . , ･ … … … … … … … … … …

･ ' ･ ･ j “ - ･ . M ･ . ･ 1 1 1 1 1 ‥ ＝ - 1 … ・ … … … … … … … … … …

. ' j . ' . き r ･ 一 一 一 一 一 一 ‥ - 一 一 . M i . ･ ≡ . . 1 … … … … … … … … … … …

暇 暇 弓 箭
‥ 娃 i … … E : ' : : . ' ! : g l : : : : : - : ' : ' 1 1 1 : i : - ' . 7 - ! - : -

　 　 ・ ■ ㎜ ㎜ ㎜ ･ 　 　 　 ・ ・ - ･ - - .　 ■ . ･ ･ ･ - ･ - - ㎜ ＝ － 　 　 ･ ･ ･ ･ - ･ ･

・ 　 - k = - - - － - 閤 2 Ξ ' j . ' . ' - - - ● . ■ ･ ･ ･ ･ ･

- - ‥ ･ ･ - ･ - . 9 Z i ･ 　 ･ 5 . j ･ S ' 包 ' ･ ･ ・ 　 ・

国際医療協力　VOI.20　N0.9・10 1997 29



・アフリカの現地プロジェクトを訪ねて（その2）

ウガンダ

岡山県議会議員

橘　民義（たちばなたみよし）

　夏､一番暑い時にさらに暑い所へ行った。アフリカはジプチ共和国。その国は世界で一番

暑い国と言われている。砂漠を突っ切って、ソマリア難民のキャンプを訪れた。（先月号）

　そして次に訪れた国はウガンダで、首都カンパラから１時間30分、4WDで走ってゴーグ

イという小さな村に入った｡そこには昨年アムダが建てた診療所があり、その地域にしてみ

ればそれ以来やっと医療が始まったと言っても過言ではない。

　ウガンダではマンボさんという地球物理学の博士がアムダのスタッフとして大活躍してい

るが､そのマンボさんと一緒にこのゴーグイの診療所と、そこで医療を受けた人たちの家を

訪問した。子宮筋腫の手術を受けた母親､流産した女性､骨の病気で足を手術してギブスを

はめたままの男の子､歯をぬいた女の子､マラリアにかかっている三つ子の乳児など。町の

病院までは余程のことがないと行けない｡マラリアにかかっていてもだ｡三つ子の子どもは

まだ生まれて数ケ月だが、早期発見のおかげでそのマラリアは直るらしい。

　それでもこの地域では多くの人が､マラリアで死んでいく。今はエイズよりも多く死んで

行く。従来の薬品も効果が薄くなってきている。カヤがあれば流行は防げるのだがそのカヤ

も買えない｡私たちが訪れた三つ子の母親は９人の子どもを持つが､どの子に対しても予防

の方法はない｡エイズもウガンダでは20％以上が感染者だという｡現地のUSEPというＮＧＯ

ではアムダと一緒にへき地の医療･保健活動の中に、エイズの予防、コンドームの使用の講

習などを行っている。

　マラリアとエイズはアフリカ中どこでもかなり深刻な状況だろう｡それも根本的な解決の

見直しもなければ、少しでも減るという対策も難しいからなおさらだ。

　海外からの援助はおおきな助けだがまだまだ行き届いていない｡援助が行き届いてその国

全体の方向が決まってしまうというのもおかしな話だが､コンドームやカヤも援助なしには

手に入らないし、このままでは国中にエイズとマラリアが流行する可能性が十分ある。

　援助とは何かという話は難しい。

昨日私の所へ知人から一本の電話がかかってきた。

｢あなたはアムダの活動を評価しているが、私はアムダを全く信じていない。むしろ必要の
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　　　　　ないことを､例えば国際赤十字などがやればいいことを偽善的にやっているだけだ｡新聞な

　　　　　ども騒いでいるが、派手好みで…｡｣というような意見でした。

　　　　　援助に規則が必要だろうか｡確かに何かありそうだ。日本の国が今までやって来たＯＤＡ(政

　　　　　府間援助)はどうも評価が低い｡いっぱい援助しても本当に相手の国の国民のためになって

　　　　　いるのだろうかというと､相手の国の一部の政治家､政府関係者だけが喜んでいて国民には

　　　　　ほとんど何の関係もないことだったり､援助したお金の使い道として日本の企業が現地で工

　　　　　事をしたり､物を売ったりするためのものとか、もっとひどいものになると相手国の独裁政

　　　　　権を助けるだけで、それによって一部の国民はむしろ苦しめられただけというものもある。

　　　　　　しかし、アムダの緊急医療援助にはほとんどそれを制限するものは必要ない｡地球の周り

　　　　　の通信衛星が､世界中の様子を茶の間のブラウン管にﾘｰアルタイムで運び込む時代になった。

ｒ?｀　インターネットで世界は結ばれて10円でどこへでもE-mailは送れる。海外旅行、国際交流

　　　　　はもとより、移住ﾐ国際結婚なども増え、世界中の各国が他国に向かってあれは別の国のこ

　　　　　ととは言えない時代がすぐそこに来ていると思わなければいけない｡ましてや日本は､嫌わ

　　　　　れながらも全世界から資源を輸入して、全世界へ商品を輸出してそれでやっと生きている。

　　　　　　世界に軍事関係でどのように貢献できるか､またはしてはいけないかということはさてお

　　　　　き、日本の立場で緊急医療という形の国際貢献を、しかも民間ボランティア団体がやること

『

　　　の意味はあまりにも大きすぎる｡橋本総理は中国へ行き、ガイドラインの話で中国側からく

　　　ぎをさされた｡すでに日本嫌いになってしまった中国人(中国の新聞社の世論調査によると

　　　日本に親近感を抱くと答えた中国人は北京13％、上海18％と70年代の70％前後の数字と

　　　比べものにならない)に政治が戦争責任問題を解決するのは当然のこととしても、もし別の

　　　方法もあるとしたら中国に援助するだけでは不十分だ。

　　　　ネパール､フィリピンの医師が､アムダのメンバーとして現地の医師や日本人スタッフと

　　　一緒にアフリカの難民キャンプで毎日活勤している｡それは私にとってあまりにも強烈で新

●　鮮なシーンだった｡アジアの人とお互いの利益を追求しあうのではなく、共同作業で他の国

　　　で慟くことこそこれからの日本ができる国際貢献ではなかろうか。

ジプチ共和国、ウガンダでの現地状況を映した

ビデオテープ（約50分）があります。

いつでも、誰にでもお貸し致します。

お問い合せは、TEL 086-265-6512　たちばな事務所まで
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て
米
国
・

シ
カ
ゴ
に
留
学
。
帰
国
後
、
外
資

系
企
業
に
就
職
し
た
が
、
発
展

堵
上
国
の
開
発
に
携
わ
り
た
い

りj眉

ﾚj万万《回j

土
肥
さ
ん
（
右
）
は
ス
ワ
ヒ
リ
諾
を
身
に
つ
け
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に

君

＝
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ
ラ
で

ｉ

歩
き
出
す
。
口
か
ら
血
の
涙
が

ボ
ロ
ポ
ロ
こ
ぽ
れ
る
。

　
通
夜
。
亡
き
人
を
寂
し
が
ら

せ
な
い
た
め
に
夜
中
ま
で
霖
美

歌
が
唇
く
。
底
一
面
に
マ
ト
ケ

　
（
硬
い
バ
ナ
ナ
）
の
菜
が
敷
か

れ
た
。
駆
け
つ
け
た
近
所
の
人

た
ち
が
、
菜
の
上
に
し
ゃ
が
み

こ
ん
で
、
死
者
を
懐
か
し
ん
で

と
い
う
夢
が
捨
て
き
れ
ず
、
Ａ

Ｅ
Ｆ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
。

　
ガ
ラ
事
務
所
は
ケ
ニ
ア
人
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
中

心
で
、
日
本
人
は
土
肥
さ
ん
だ

け
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
筒
に
進
め
る
た
め
、
ス
ワ
ヒ

リ
哨
を
特
訓
申
だ
。
日
常
会
話

は
こ
な
せ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「
゛
任
嬢
が
強
い
」
と
、
他
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　
土
肥
さ
ん
は
「
難
民
問
題
と

い
う
と
、
難
民
自
身
の
生
活
、

教
育
、
医
療
な
ど
が
取
り
ｈ
げ

ら
れ
る
が
、
難
民
を
抱
え
る
こ

と
に
な
っ
た
狗
九
民
の
負
担
も

想
像
以
上
に
大
き
い
。
キ
ャ
ン

プ
に
は
、
国
連
機
関
な
ど
か
ら

の
援
助
で
学
校
が
建
設
さ
れ
る

が
、
地
元
に
は
学
校
に
行
け
な

い
子
ど
も
た
ち
も
多
い
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
光
を
当
て
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
栖
る
。

い
る
。
す
っ
か
り
日
は
暮
れ
て
、

ラ
ン
プ
の
明
か
り
が
染
ま
っ
た

人
の
傾
を
照
ら
し
た
。

　
1
1
人
の
子
ど
も
は
、
小
さ
な

家
に
入
り
切
れ
ず
心
細
そ
う
に

休
を
寄
せ
舎
う
よ
う
に
、
庇
に

座
っ
て
い
る
。
大
入
た
ち
が
絶

え
ず
歌
う
賛
美
歌
を
聞
い
て
い

ら
れ
臨
終

　
る
。
1
1
人
の
申
に
は
、
生
ま
れ

　
な
が
ら
目
の
不
自
由
な
女
の
子

　
（
1
4
）
も
い
る
。
い
た
ず
ら
盛
り

　
で
、
料
段
は
は
し
ゃ
い
で
い
る

　
男
の
子
も
神
妙
な
顔
だ
。
結
局
、

　
こ
の
夜
、
子
ど
も
た
ち
は
何
も

　
食
べ
な
か
っ
た
。

　
　
夜
中
に
な
っ
て
雨
に
な
っ

　
た
。
家
に
入
る
と
、
死
き
に
は

き
れ
い
な
臼
い
布
が
掛
け
ら
れ

て
い
た
。
暗
が
り
の
申
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
が
、
母
の
臍

に
ぴ
っ
た
り
と
順
を
寄
せ
る
よ

う
に
横
に
な
っ
て
い
た
。
暗
く

て
最
初
、
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

ジ
ェ
Ξ
ノ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
は
布
の

上
か
ら
母
の
鱗
の
部
分
を
し
き

　
　
　
　
　
り
と
。
触
っ
て
い

　
　
　
　
　
た
。
布
に
穴
を
開

　
　
　
　
　
け
て
、
人
さ
し
指

を
突
っ
込
ん
で
い
た
の
だ
。
い

つ
ま
で
も
、
母
の
感
触
を
確
か

め
る
よ
う
に
。

　
ド
ロ
シ
ー
ー
さ
ん
の
兄
弟
で
工

イ
ズ
感
染
者
は
あ
と
５
Ａ
。
す

で
に
床
に
伏
せ
た
人
も
。
年
老

い
た
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
の
父
が
養

育
す
る
孫
は
３
年
以
内
に
如
一
人

を
超
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
立
ち
上
が
る
ア
フ
リ
カ
の
人
々

　
ア
フ
リ
カ
で
后
勤
す
る
の
る
人
が
多
い
。
女
性
支
援
を
目

は
、
欧
米
や
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
的
に
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ハ
グ
ル
カ

け
で
は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
入
自

身
も
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
を
つ
く

っ
て
い
る
。

　
ル
ワ
ン
ダ
・
キ
ガ
リ
。
小
さ

な
事
務
所
の
一
座
で
、
ニ
ラ
ハ

ピ
マ
ナ
・
レ
オ
ケ
イ
デ
ィ
ッ
ク

さ
ん
（
3
2
）
が
弁
喫
士
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
て
い
る
。

　
レ
オ
ケ
イ
デ
ィ
ッ
ク
さ
ん
は

１
９
９
４
年
４
月
、
内
戦
で
夫

を
亡
く
し
た
。
半
年
後
、
長
男

（
３
）
が
生
ま
れ
た
。
レ
オ
ケ
イ

デ
ィ
ッ
ク
さ
ん
は
「
夫
の
別
が
、

長
男
を
夫
の
子
と
認
知
し
て
く

れ
な
い
」
と
相
談
し
て
い
る
の

だ
。
財
産
問
題
も
絡
む
。

　
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
内
戦
で
家

族
や
親
類
関
係
が
ズ
タ
ズ
タ
に

な
り
、
法
律
相
談
を
必
要
と
す

（
現
地
哨
で
『
起
き
ろ
』
の
意

味
）
」
は
、
専
属
弁
峨
士
に
よ

る
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
で
エ
イ
ズ
撲
滅
の

し
て
ヽ
’
、

. －

ハグルカの看板

１

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
国
連
機
関
な
ど
へ
の
寄
付

に
邨
ｘ
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど

も
た
ち
を
エ
イ
ズ
か
ら
尊
つ

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
救
援
金
は

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

　
「
エ
イ
ズ
支
援
組
織
」
（
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｏ
）
。
エ
イ
ズ
患
者
が
急
増

し
だ
し
た
8
7
年
1
1
月
、
設
立
さ

れ
た
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

患
者
の
相
談
▽
エ
イ
ズ
孤
児
へ

の
学
費
支
援
！
な
喫
そ
の

活
動
は
幅
広
い
。

エ
イ
ズ
、
ス
ラ
ム
、
女
性
支
援

多国籍医師団の結成について話し合うＡＭＤＡ（Ｚ

マンポさん（中央）とウガンダの医師たち

た
記
へ
郵
便
振
糾
か
現
金
洵

剛
で
送
金
い
た
だ
く
か
、
直

接
ご
持
参
下
さ
幻

　
〒
５
３
Ｑ
－
5
1
大
阪
市

北
区
梅
田
３
の
４
の
５
、
毎

□
新
聞
大
阪
社
会
事
業
団

　
「
海
外
救
援
金
」
佩
（
郵
便

l
l
.
０
０
９
７
０
１
Ｑ
Ｔ
‐

１
２
８
９
１
）
’

た
。
こ
の
ス
ラ
ム
で
、
難
民
の

生
活
支
援
を
し
て
い
る
の
が

　
「
ア
フ
リ
カ
難
民
教
育
計
画
」

　
（
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
）
。
自
身
が
エ
リ

ト
リ
ア
難
民
と
し
て
ケ
ニ
ア
に

流
れ
つ
い
た
経
験
を
持
つ
ヨ
ハ

ネ
ス
・
テ
ク
レ
代
表
が
8
2
年
に

設
立
。
大
学
な
ど
へ
の
入
学
を

課
題
は
山
積

；ヌ

　
ま
た
、
東
た
り
、
難
民
が
自
立
す
る
た
め

ア
フ
リ
カ
・
‘
に
必
要
な
頁
金
貸
し
付
け
な
ど

ケ
ニ
ア
は
比

較
的
、
政
治

状
況
が
安
定

し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ

て
、
周
辺
国

か
’
｛
天
一
の

難
民
が
流

入
、
各
地
に

大
き
な
ス
ラ

が
で
き

に
当
た
っ
て
い
る
。
欧
米
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
協
力
を
り
て
い
る
が
、

常
に
資
金
難
に
直
面
。
テ
ク
レ

代
表
は
「
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
協
力
し
て
も
ら
え
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ぱ
」
と
話
し
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
と
の
捉
携
が
可
能
な

場
合
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の

栗
本
英
世
・
助
教
授
（
0
6
・
８

７
６
・
２
１
５
１
）
が
巡
絡
を

受
け
付
け
て
い
る
。

１

「



　
　
　
Ｊ
Ｚ
　
｀
　
　
　
　
Ｚ
」

3
5
歳
、
若
す
ぎ
る
死
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々
ｊ
２
ハ
り
坦
も
給
え
鮑
え
だ
歩
き
出
す
。
口
か
ら
血
の
睨
が

っ
た
。
体
は
や
せ
て
、
か
つ
て
母
ポ
ロ
ボ
ロ
こ
ぽ
れ
る
。

乳
を
た
た
え
た
乳
房
は
膨
ら
み
　
通
夜
。
亡
き
人
を
芦
し
が
ら

を
失
っ
て
い
る
。
胸
の
骨
が
序
せ
な
い
た
め
に
夜
中
ま
で
焚
笑

ｅ
’
・
｀
ｆ
Ｉ
？
『
‘
Ｉ
Ｉ
j
l

s
＝
＝
a

だ
っ
た
。
ド
ロ
　
　
。
Ｉ
Ｊ

シ
ー
さ
ん
は
息
も
絶
え
絶
え
だ

る
。
Ｈ
人
の
申
に
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
目
の
不
自
由
な
女
の
子

（
1
4
）
も
い
る
。
い
た
ず
ら
盛
り

で
、
糾
殴
は
は
し
ゃ
ハ
？
ハ
６

　
私
た
ち
が
紡

ね
た
の
は
夕
方

賛
美
歌
に
送
ら
れ
臨
終

け
。
孫
Ｈ
人
を
町
て
て
は
、
薬

を
貿
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

ス
さ
ん
（
7
5
）
が
菱
育
し
て
い

る
。
働
き
手
を
亡
く
し
た
家
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ヽ
―
・
『
・
‐
″
‐
Ｉ
く
Ｉ
ｙ
１
！
Ｉ

　
ビ
ク
ト
リ
ア
胡
に
近
い
ウ
ガ
は
コ
ー
ヒ
ー
豆
で
年
約
２
万
３

ン
ダ
・
ゴ
グ
エ
。
ド
ロ
シ
ー
さ
０
０
０
円
の
収
入
が
あ
る
だ

５
ａ
ａ
ｌ
ａ

Ｊ
．
４
ａ
ｓ
ｚ
ｓ
。
。
・
；
―

分
ほ
ど
し
た
こ
ろ
、
ド
ロ
シ
ー

さ
ん
は
か
す
か
な
勣
き
も
止
め

た
。
「
マ
マ
」
。
ジ
エ
ニ
フ
ァ

ー
ち
ゃ
ん
は
、
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
の
か
、
家
の
周
囲
を

　
1
1
入
の
子
ど
も
は
、
小
さ
な

家
に
入
り
切
れ
ｆ
心
細
そ
う
に

休
を
寄
せ
舎
う
よ
う
に
、
庇
に

座
っ
て
い
る
。
大
入
た
ち
が
絶

え
ず
噂
っ
焚
美
歌
を
聞
い
て
い

が
息
を
引
き
取
り
、
3
5
年
の
短

い
生
涯
を
終
え
た
。
エ
イ
ズ
だ

っ
た
。 ナ

ム
エ
ス
・
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
で
死
亡
。
孤
児
と
な
っ
た
３
～
肪
ね
て
き
て
、
聖
書
の
ヨ
プ
記
い
る
。
す
っ
か
り
日
は
暮
れ
て
、

’
｀
を
引
き
取
り
、
3
5
年
の
短

1
4
歳
の
Ｈ
人
は
祖
父
エ
リ
ス
マ
を
胎
み
上
げ
た
。
家
族
で
賛
美
ラ
ン
プ
の
明
か
り
が
染
ま
っ
た

里
睡
を
終
え
た
。
エ
￥
k
S

K
4
i
j
J
M
＆
s
s

'
s
ij

;
Z
2
j
l
、
ｒ
ｌ
Ｆ
―
ｌ
ｌ

渫
１
、
怒
誓
っ
石
人
の
剔
剽
い
引

き
れ
い
な
自
い
布
が
掛
け
ら
れ

て
い
た
。
暗
が
り
の
中
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
が
、
母
の
顔

に
ぴ
っ
た
り
と
順
を
寄
せ
る
よ

う
に
横
に
な
っ
て
い
た
。
暗
く

て
仮
初
、
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

ジ
ェ
こ
ツ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
は
布
の

上
か
ら
埓
の
額
の
部
分
を
し
き

　
　
　
　
　
り
と
触
っ
て
い

　
　
　
　
　
た
。
布
に
穴
を
開

　
　
　
　
　
け
て
、
人
さ
し
指

を
突
っ
込
ん
で
い
た
の
だ
。
い

つ
ま
で
も
、
母
の
感
触
を
確
か

め
る
よ
う
に
。

　
ド
コ
ン
ー
ｋ
’
リ
ベ
ノ
Ｊ
ｌ
ｊ
ｉ
．
。
『

１

・
／

た
記
へ
郵
便
振
Ｍ
か
現
金
洵

剛
で
送
金
い
た
だ
く
か
、
直

接
ご
持
参
下
さ
幻

　
文
・
小
倉
孝
保

写
頁
・
玉
裁
勝
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
一
ｙ
ｌ
ｊ

で
烈
か
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
日
が
早
く
来
て
ほ
し
い
と

　
句
口
新
聞
社
と
句
□
新
聞
社
会
事
業
団
の
「
飢
餓
・
貧

困
・
難
民
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
‐
で
、
赤
酒
疸
ド
の
ア
フ

リ
カ
を
取
材
し
、
「
う
め
く
『
生
』
」
を
見
つ
め
た
。
ェ

イ
ズ
に
苦
し
む
ウ
ガ
ン
ダ
、
民
族
（
部
ぎ
問
の
対
立
か

ら
同
じ
国
民
が
僧
し
み
、
殺
し
合
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
・
・
・
・
・
・
。

辿
い
ア
フ
リ
カ
で
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の

ス
タ
ッ
フ
ら
が
活
発
な
支
援
活
動
を
続
け
て
い
た
。
今
回

は
そ
の
活
勣
ぷ
り
と
、
記
者
が
エ
イ
ズ
患
者
と
過
ご
し
た

口
々
を
紹
介
す
る
。
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
平
和

敷
物
が
わ
り
の
バ
ナ
ナ
の
葉
に
座
り
込
み
、
心
紺
げ
な
子
ど
も
た
ち
＝
ウ
ガ
ン
ダ
・
ゴ
グ
エ
で

Ｉ
Ｆ

　　･･･・　　　j地球のどごかでｊ今も

ー
ＳＯＳ
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｜心の糧はカ＼ソジの
符
都
、
カ
ン
パ

ラ
か
ら
串
で
約

3
0
分
ほ
ど
走
っ

た
田
舎
町
に
、

エ
イ
ズ
患
者
、
ナ
ク
チ
ュ
デ
・

マ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
（
4
4
）
の
家

は
あ
っ
た
。
小
高
い
斤
の
ふ
も

と
の
小
さ
な
土
の
家
だ
。
米
、

チ
キ
ン
、
卵
を
手
に
・
屑
泊
を
申

し
出
る
と
、
「
ペ
ッ
ド
も
何
も

用
意
で
き
な
い
け
ど
、
そ
れ
で

も
い
い
の
な
ら
」
と
、
了
解
し

て
く
れ
た
。

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
は
８
歳

か
ら
2
2
歳
の
子
ど
も
７
人
と
孫

２
人
と
一
緒
に
料
ら
し
て
い

る
。
１
９
９
１
年
８
月
に
大
が

ガ
リ
ガ
リ
に
な
っ
て
死
ん
で
い
　
電
気
を
持
つ
間
、
ロ
ー
ズ
マ

っ
た
直
後
、
自
分
自
身
の
エ
イ
リ
ー
さ
ん
は
侵
女
（
2
2
）
と
二
女

ズ
曝
染
が
判
明
し
た
。
「
こ
の
（
2
0
）
を
使
っ
て
奥
の
か
ま
ど
で

年
齢
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
は
考
料
理
を
始
め
た
。
夫
を
亡
く
し

え
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
て
か
ら
は
働
き
手
を
失
い
、
現

　
こ
の
家
に
、
水
道
は
な
い
。
金
収
入
と
し
て
は
ト
マ
ト
や
ナ

近
く
の
家
庭
か
ら
子
ど
も
た
ち
ス
な
ど
畑
の
野
菜
を
家
の
前
で

が
毎
朝
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
細
々
と
売
る
だ
け
。
３
日
で
１

ケ
ツ
で
貿
っ
て
く
る
。
電
気
も
０
０
０
銘
に
な
れ
ば
ラ
ッ
キ
ー

　
¶
｀
心
は
子
ど
も
た
ち
に

な
い
。
肪
ね
た
口
は
、
客
が
来
な
方
で
、
自
分
た
ち
は
畑
の
マ

た
と
い
う
こ
と
で
、
長
男
（
1
6
）
ト
ケ
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
。
以

が
古
い
巾
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
使
前
は
ニ
ワ
ト
リ
や
プ
タ
を
飼
っ

っ
た
充
電
器
を
持
っ
て
、
わ
ざ
て
い
た
が
、
夫
と
自
分
の
薬
代

わ
ざ
近
く
の
沼
気
店
に
充
゛
に
に
允
て
て
し
ま
い
、
今
は
や
せ

行
っ
て
く
れ
た
。
１
０
０
０
銘
だ
子
ブ
タ
が
Ｉ
匹
残
る
だ
け
。

　
（
約
１
１
５
円
）
で
テ
レ
ビ
５
「
台
な
ら
、
ト
リ
を
つ
ぶ
し
て

時
問
分
の
電
気
が
貿
え
る
。
貧
吝
を
も
て
な
せ
た
の
に
、
そ
れ

し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
を
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

’
も
て
な
す
ア
フ
リ
カ
の
習
倶
が
た
。
ご
免
な
さ
い
ね
」
と
優
し

う
れ
し
か
っ
た
。
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
は
昨
年

□
れ
か
ら
突
然
、
体
全
体
に
疲

ら
加
わ
っ
た
例
は
ほ
と
Ｉ
用
、
母
子
感
染
防
止
に
役

ん
ど
な
い
。
　
　
　
Ｈ
立
て
る
研
究
や
、
輸
血
の

　
角
野
さ
Q
s
l
l
a
　
　
9
9
1
s
a
9
4
j
め
に
血

大
を
卒
業
し
て
8
6
年
、
入
庁
。
液
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
す

小
児
科
が
専
攻
で
、
彦
根
、
る
た
め
の
検
杏
法
の
確
立
を

今
津
両
保
健
所
に
勤
務
す
る
急
い
で
い
る
。
角
野
さ
ん
は

な
ど
行
政
の
立
場
で
公
衆
衛
「
私
た
ち
の
力
で
、
母
子
感

生
に
桐
わ
っ
て
き
た
。
昨
年
染
率
を
少
じ
で
も
下
げ
ら
れ

６
月
末
、
県
職
員
を
休
職
。
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

通
っ
て
い
る
気
が
し
な
い
」
と

話
し
、
元
気
が
出
な
い
。

　
食
事
の
用
意
を
し
て
い
る

間
、
長
男
が
充
電
を
吟
ｘ
て
帰

っ
て
き
た
。
日
は
Ｓ
れ
、
辺
り

は
薄
暗
い
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ

ん
は
、
食
事
の
支
度
を
子
ど
も

た
ち
に
ま
か
せ
、
古
い
ラ
ジ
カ

セ
を
持
っ
て
き
た
。
長
男
が
充

堵
鼎
に
接
続
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

さ
ん
が
カ
セ
ッ
ト
を
聴
き
始
め

た
。
小
さ
な
ラ
ン
プ
の
明
か
り

の
申
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
歌
が

流
れ
る
。
エ
イ
ズ
で
今
年
５
月

に
死
亡
し
た
ウ
ガ
ン
ダ
人
歌

手
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
・
カ
ソ

ジ
の
歌
だ
。

　
エ
イ
ズ
礦
染
を
知
っ
た
途
端

に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
浚
に
、
「
お

願
い
だ
か
ら
助
け
に
来
て
く

れ
。
お
れ
に
は
お
前
が
必
要
だ
」

と
訴
え
る
歌
、
エ
イ
ズ
と
闘
い

な
が
ら
生
き
る
意
味
を
淡
々
と

胎
り
か
け
る
よ
う
な
曲
…
…
。

次
々
に
流
れ
る
調
べ
に
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
さ
ん
は
目
を
閉
じ
て

耳
を
傾
け
た
。
。

　
Ｑ
事
は
６
畳
程
度
の
ｈ
間
に

ご
さ
を
敷
い
て
親
子
、
孫
が
Ｉ

絹
に
食
べ
る
。
こ
の
日
は
、
私

た
ち
が
差
し
入
れ
た
米
、
卵
、

チ
キ
ン
の
ご
ち
そ
う
だ
。
「
肉

な
ん
て
何
カ
月
ぶ
り
だ
ろ
う

ね
」
と
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
。

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
の
心
配

は
自
分
が
死
ん
で
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
だ
。
「
娘
た
ち

が
大
き
い
の
で
、
大
丈
夫
だ
と

は
思
う
け
ど
ね
…
…
」

　
食
事
が
終
わ
る
と
、
ソ
フ
ァ

を
動
か
し
て
寝
る
一
所
を
つ
く

っ
て
く
れ
た
。
哀
っ
哨
な
部
屋

で
寝
袋
に
く
る
ま
っ
｀
て
い
る

と
、
隣
の
部
Ｍ
か
ら
「
マ
マ
、

マ
マ
」
と
子
ど
も
た
ち
が
次
々

と
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
六
ん
に
話
し

か
け
る
声
が
漏
れ
て
き
た
。
一

日
の
出
来
事
な
ど
を
埓
に
話
し

て
い
る
の
だ
。

　
地
元
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
と
、
エ
イ
ズ
は
口
Ｉ
ズ
マ
リ

ー
さ
ん
の
休
を
急
辿
に
む
し
ぱ

ん
で
お
り
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
を
迎
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
微

妙
だ
と
い
う
。
家
族
で
そ
の
こ

ど
を
知
っ
て
い
る
の
は
ロ
ー
ズ

マ
リ
ー
さ
ん
だ
け
だ
。

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
表
紙
に
は
ひ
つ
ぎ
の
前
に
立
つ

エ
イ
ズ
歌
手
カ
ソ
ジ
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
て
い
た

｢アフリカの子どもたちに平和と豊かさを｣
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難民救済キャンペーン

◇中・東部アフリカで活動する日本のＮＧＯ◇
　　　　活動内容

タンザニア・ガラのブル

ンジ難民支援、ルワンダ
で帰還難民支援、ウガン
　でエイズ孤児への学費丿簒助、ウガンダでスーダ
ン難民支援など

ルワンダでシェルター

(家)建設、ウガンダでエ
イズ診療所建設など

ＮＧＯ名（本部所在地）連絡先（電話）

『一隅戻脇7』゛o93･691･6232

086･284･7730アジア医師連絡協議会
　　(本部・岡山市)

¶轟S,l&jaxﾁﾞ03･3491･4200　ra砧盛ター建

‰l. 11J申宝市ﾁﾞ0964･22･1966　gZiaaP゛

賤l!嬰一次鰐ll0729･95･0123　aaa'j｀゛゛＾゜゛

Uiなaaなo727･27･2126婬ンダで義足工場建設

　　　　甕外務省民間援助支援堂資料£　参考　　　　このほかにもアフリカで活動¥
ｇＮＧＯはあります

難
民
を
助
け
る
会
（
ル
ワ
ン
ダ
）

　
国
嘴
を
陸
路
で
越
え
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
か
ら
ル
ワ
ン
ダ
・
キ
プ

ン
ゴ
に
入
っ
た
。
逍
路
わ
き
に
、

マ
ト
ケ
（
硬
い
バ
ナ
ナ
）
畑
が

広
が
る
。
太
陥
が
真
上
か
ら
照

り
つ
け
、
じ
っ
と
し
て
い
て
も

汗
が
に
じ
む
。

　
　
「
普
ら
し
や
す
い
と
こ
ろ
で

　
奥
本
さ
ん
は
昨
年
６
月
ま
で

２
年
半
、
西
ア
フ
リ
カ
・
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
で
青
年
海
外
協

力
隊
貝
と
し
て
、
栄
一
知
識
の

唇
及
活
動
を
し
て
い
た
。
「
西

ア
フ
リ
カ
に
比
べ
た
ら
、
ル
ワ

ン
ダ
は
本
当
に
Ｓ
ら
し
や
す
い

で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
ス
イ
ス
と

給
水
や
婦
人
の
自
立
支
援

　
　
「
現
地
に
魅
了
さ
れ
」
奥
本
愛
美
さ
ん

□
］
白
貼
に
に
囮
副
ぼ
、
拾
胞
ｔ
一
｀
ｊ
一
。
。
’
ヽ
゛
　
＠
五
感
儲
唐
’
㈲
一
Ｅ
ｍ
に
ｍ
回
国

す
よ
、
こ
こ
は
。
戦
争
さ
え
な

け
れ
ば
ね
」
。
国
際
Ｎ
Ｏ
Ｏ
「
難

民
を
助
け
る
会
」
（
Ａ
Ａ
Ｒ
）

ル
ワ
ン
ダ
事
務
所
代
表
、
奥
本

賛
美
さ
ん
（
2
8
ｙ
刄
契
一
雨
出

身
＝
の
こ
と
ぱ
に
一
瞬
、
耳
を

疑
っ
た
。
こ
の
繁
さ
を
「
料
ら

し
や
す
い
」
と
は
…
…
。

呼
ぱ
れ
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
」
。
ア
フ
リ
カ
に
は
「
ア
フ

リ
カ
の
水
を
飲
ん
だ
者
は
ア
フ

リ
カ
に
戻
る
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
。
奥
本
さ
ん
も
「
や

っ
ぱ
り
、
ア
フ
リ
カ
の
魅
力
に

取
り
つ
か
れ
た
ん
で
し
ょ
う

ワ
ン
ダ
か
ら
大
型
に
難
民
が
流

出
し
た
際
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ

ラ
に
事
務
所
を
設
置
。
水
の
供

給
な
ど
を
行
っ
た
。
昨
年
Ｓ
れ

か
ら
、
難
民
の
帰
一
が
始
ま
っ

た
の
に
角
わ
せ
て
、
活
動
拠
点

を
ル
ワ
ン
ダ
国
内
に
移
し
た
。

祖
国
へ
孵
っ
た
難
民
の
た
め

に
、
シ
ェ
ル
タ
ー
（
上
の
家
）

食
事
を
し
な
が
ら
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
「
難
民
を
助
け
る
会
」

の
建
設
▽
夫
奮
亡
く
し
た
節
人

が
目
立
で
き
る
よ
う
に
、
養
鶏

の
支
援
▽
孤
児
喘
。
害
ぴ
の
家
」

へ
の
水
道
設
置
支
援
Ｉ
Ｉ
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
私
た
ち
は
自
分
の
分
は
確

保
し
て
お
い
て
、
余
っ
た
分
で

他
人
の
こ
と
を
と
考
え
ま
す

が
、
ア
フ
リ
カ
の
人
は
自
分
の

こ
と
を
放
っ
て
お
い
て
も
、
他

人
の
た
め
に
と
い
う
優
し
さ
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
の
人
に
懲
ｘ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
ん
で
す
」
。
任
詞
は
来

年
２
月
ま
で
の
１
年
間
。
安
定

し
た
給
水
の
た
め
、
田
舎
町
に

雨
水
を
た
め
る
た
め
の
巨
大
タ

ン
ク
を
設
置
し
よ
う
と
、
関
係

者
の
調
整
に
走
り
回
っ
て
い

る
。
未
舗
装
の
道
路
で
芦
う
砂

に
ま
み
れ
て
糾
が
汚
れ
て
も
、

ち
っ
と
も
気
に
な
ら
な
い
。

エ
イ
ズ
治
療
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
薬
草
を

研
究
す
る
角
野
さ
ん
Ｉ
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
で

　
東
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア

で
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
昨
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
本
格
的
Ｈ
Ｉ
Ｖ

（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
）
対
策

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
瓢
支

一
戦
拗
の
医
師
、
角
野
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難
民
キ
ャ
ン
プ
の
孤
児
た
ち
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
で
子
ど
も
た
ち

は
笑
み
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
　
　
　
＝
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ガ
ラ
で

仰糧はカソジの歌

文
彦
さ
ん
（
4
1
）
Ｌ
同
県

彦
根
市
＝
が
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
る
。
自
治
休

職
貝
と
し
て
学
ん
だ
公

衆
衛
生
の
知
満
を
、
発

展
迪
上
国
で
生
か
し
た

か
っ
た
か
ら
だ
。
研
究

所
や
病
院
か
ら
の
参
加

が
中
心
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
医

療
事
業
に
、
自
治
体
か

ら
加
わ
っ
た
澗
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
角
野
さ
ん
は
滋
賀
医

Ｖ母子感染予防に取り組む
篇
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
移
し
、
ナ

イ
ロ
ビ
の
ケ
ニ
ア
中
央
医
学

研
究
所
（
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｒ
１
）
で

行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
。

　
‘ 欧

米
で
は
、
薬
の
投
与
で

　
母
子
感
染
の
確
率
が
数
倣

　
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
し

　
か
し
、
高
価
で
ケ
ニ
ア
周

ＨＩ

大
を
卒
業
し
て
8
6
年
、
入
庁
。

小
児
科
が
専
攻
で
、
彦
根
、

今
津
両
保
健
所
に
勤
務
す
る

な
ど
行
政
の
立
靭
で
公
衆
衛

生
に
桐
わ
っ
て
き
た
。
昨
年

６
月
末
、
県
職
員
を
休
職
。

遡
っ
て
い
る
気
が
し
な
い
」
と

話
し
、
元
気
が
出
な
い
。

　
食
事
の
用
意
を
し
て
い
る

間
、
長
男
が
充
電
を
終
え
て
帰

っ
て
き
た
。
日
は
暮
れ
、
辺
り

は
酵
暗
い
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ

ん
は
、
食
事
の
支
度
を
子
ど
も

た
ち
に
ま
か
せ
、
古
い
ラ
ジ
カ

セ
を
持
っ
て
き
た
。
長
男
が
充

ガ
リ
ガ
リ
に
な
っ
て
死
ん
で
い

っ
た
直
後
、
自
分
自
身
の
エ
イ

ズ
感
染
が
判
明
し
た
。
「
こ
の

　
電
気
を
持
つ
閤
、
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
さ
ん
は
長
女
（
卯
一
）
と
二
女

（
2
0
）
を
使
っ
て
奥
の
か
ま
ど
で

　
辺
国
で
は
、
な
か
な
か
購

　
入
で
き
な
い
。
母
親
が
工

　
イ
ズ
感
染
者
の
垢
凸
、
生

　
ま
れ
て
く
る
￥
ど
も
の
３

　
割
が
感
染
し
て
し
審
つ
と

　
い
う
統
計
が
あ
る
。

　
　
角
野
さ
ん
が
加
わ
っ
た

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地

　
元
の
薬
を
渠
草
と
し
て
活

　
用
、
母
子
感
染
防
止
に
役

　
立
て
る
研
究
や
、
輸
血
の

　
安
全
性
確
保
の
た
め
に
血

液
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
発
見
す

る
た
め
の
検
査
法
の
確
立
を

急
い
で
い
る
。
角
野
さ
ん
は

　
「
私
た
ち
の
力
で
、
母
子
感

染
率
を
少
し
で
も
下
げ
ら
れ

た
Ｑ
っ
れ
し
い
」
と
話
す
。

絹
に
良
べ
る
。
こ
の
日
は
、
私

た
ち
が
差
し
入
れ
た
米
、
卵
、

チ
キ
ン
の
ご
ち
そ
う
だ
。
「
肉

な
ん
て
何
力
月
ぷ
り
だ
ろ
う

ね
」
と
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
。

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
さ
ん
の
心
配

は
自
分
が
死
ん
で
か
ら
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
だ
。
「
娘
た
ち

が
大
き
い
の
で
、
大
丈
夫
だ
と

用
器
に
接
続
。
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
思
う
け
ど
ね
…
…
」

さ
ん
が
カ
セ
ッ
ト
を
聴
き
始
め
　
食
事
が
終
わ
る
と
、
ソ
ツ
ァ

た
。
小
さ
な
ラ
ン
プ
の
明
か
り
を
動
か
し
て
寝
る
一
所
を
つ
く

の
中
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
で
歌
が
っ
て
く
れ
た
。
頁
っ
哨
な
部
屋

・
・
昧
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
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ホームページアドレス:　http://www.osk.3web.ne.jp/-amdack

センター東京　　〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

　　　　　　　　TEL　相談　03-5285-8088　事務　03-5285-8086

　　　　　　　　FAX　03-5285-8087

対応言語／時間：英語、中国語、スペイン語、韓国語、タイ語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月～金　9:00～17:00

　　　　　　　　ポルトガル語　　　　　　　月水金　9:00～17:00

　　　　　　　　ピリピノ語　　　　　　　　　　　水　9:00～17:00

　　　　　　　　ペルシャ語　　　　　　　　　　月　9:00～17:00

センター関西 〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

TEL　06-636-2333　　FAX　06-636-2340

対応言語／時間：英語、スペイン語

　　　　　　　　ポルトガル語

　　　　　　　　中国語

月～金　9:00～17:00

　　火13:00～16:00

月～金　＊時間については

　　　　　お問い合わせ下さい。

羞口・ワ羞口羞口羞ローマ羞口羞口・口�口一口羞口４口羞∇４∇４７4口溢乳■口羞ＲＩＲ&已４

『1（5ケ露語対応　酋賜警察徽諭衰）好評発売呼目

１－ケ国語=対応∧歯科診察補助表二万十①しず子=…'=;レソ∇ゾノプ＞づ………ﾌﾉ∧▽ﾆ………゜゜

　　英語､レスペイン語√ﾎﾟﾙﾌﾄ:ガル語､J中国震k=゜韓国語心ペルジ･ｬ語ごタイ語､ペラオス語、

　　カンボジア語､レベドナム語､==ベンガル語ｿ(バングラデシ丘=)ﾚ､＼プィパリピン語、ベロ=シア語、

　　フランス語､ヽイ=yンドネ:シア語=√マ=レー語千千　='……=よ‥‥‥゜;･=;===　‥‥‥　‥‥‥‥‥

　当センターでは外国人が安心して歯科医院にかかれるため、または医療機関・医療従

事者が外国人の治療に関わる事項を正確に伝えるため、必要最低限の内容を１６ケ国語

に翻訳した対訳本を出版いたしました。

　受付での会話、受診する理由、症状、麻酔や抜歯の経験、医師からの治療についての

説明、診療時の指示、治療後の注意事項、次回の予約などの内容が１言語１９ページに

わたり掲載されています。

　この本は、治療の上で外国人の方々の診療の手助けになるのは勿論、日本人が海外に

行く場合にも参考にしていただけると思います。

瀦μ澱養殖肱麦　－何j2∂厦丿膠yj,θ∂∂巧ぐ漕jl測・遜肖狗り

お問い合わせ・お申し込みは：センダー東京TEL: 03-5285-8086

　　　　　　　　　　　　センター関西TEL: 06-636-2333
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　当センターでは在日外国人に医療機関等の情報を提供していることは、皆様すでにご

存知だと思いますが、たまには、以下のような治療についての情報を求めてくるケース

もあります。

　下肢静脈瘤
　「ジョウミャクリュウの治療をしてくれるところはないですか？」は南米出身の相談

者からよくある質問です。そこで、静脈瘤って一体何だろうと言う疑問が浮かんできま

した。実は、私の祖母も静脈が根っ子のように浮き出て脹ら脛（ふくらはぎ）に張って

いて、ひどいときには痛みも出るようですが、治療らしいものを一切受けていませんで

した。本人はただサポート効果のあるストッキングをはいているだけで、あまり気にし

ていないようです。私自身もセンターで働く前には静脈瘤の治療について全く知りませ

んでしたし、日本では切開しなくても治療できるということも知りませんでした。

　足がだるい、重い、脹ら脛や膝の裏側の静脈がこぶのように青く浮き上がってくるの

が下肢静脈瘤の典型的な症状です。放っておくと湿疹や潰瘍が起こる病気です。日本で

は最近注射で治す硬化療法が普及していて、保険も適用できます。

　センターに来ている相談員の話によると、南米では静脈瘤の治療はさほど大変なこと

ではなく、みんな気軽に静脈瘤を診てもらっていると言います。何故かというと、綺麗

な足を保つためだそうです。なるほど、考えてみると相談してきた方も本国でこういう

治療があると言っている人が多かったですね。日本では静脈瘤の治療は南米ほど盛んで

はないため、なかなか診てくれる病院の情報を入手できないのが現状です。センターで

は大学病院、総合病院などに問い合わせたり、下肢静脈瘤広報センターに治療を行って

いる病院を紹介してもらったりなどの対応をしています。

　腸洗浄
　よく欧米の方から「チョウセンジョウを受けたいから、できるところを紹介して下さ

い」という相談があります。はっきり言ってそれまでには「ちょうせんじょう」と言う

言葉を聞いたことかありませんでした。漢字からみると腸を洗い、きれいにすることだ

と推測できますが、実際にはどういうものなのか未だにハッキリ分かっていません。

　最近、スーパーモデルの間で流行っているから（便秘の解消と宿便がとれる）、日本

の芸能人の間でも静かなブームになっていると言います。故元英国皇太子妃ダイアナ氏

も定期的に腸洗浄を受けていたようです。

　腸洗浄は元々大腸癌などの予防法としてカリフォルニアのC､C.H.S（Califomia Colon

HygienistSociety）で行われている水治療法です。肛門に細いチューブを挿入し、精製水

をいれて、水を吸引して余剰のガス、粘液、排泄物を出す方法です。密封性の高い機械

を使うので、においは気にならないと言います。

　結局、センターでは腸洗浄についての情報を把握していないため、情報の提供ができ

ず、外国人医師がいるクリニックを紹介し、問い合わせていただくことになります。

　もし、腸洗浄についての情報や行っている機関の情報があれば、是非当センターまで

ご一一報下さいませ。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（センター東京　L.）
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年（平成９年）７月１５日（火曜日）

　言々日東f聞言

１９９７

(■S･･ま1おさ力･

縦

≠（j（）

　
見
知
ら
ぬ
土
地
で
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
不
安
。
ま
し
て
や
、

そ
こ
が
こ
と
ば
の
通
じ
な
い
外
国
で
あ
っ
た
場
合
は
ー
－
横
山
雅

子
さ
ん
（
3
7
）
は
、
庵
原
典
子
さ
ん
（
3
5
）
と
共
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
関
西
の
事
務
局

を
預
か
り
、
日
本
で
笏
ら
す
外
国
人
に
電
話
で
医
療
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
で
緊
急

医
療
援
助
を
続
け
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
あ
っ
て
一
見
、
地
味
な
国
内
活

動
。
だ
が
、
３
年
半
の
活
動
で
、
日
本
の
医
療
が
「
国
際
化
」
に

向
け
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
実
態
も
見
え
て
き
た
。

●●●●●■●●●●●●●●●●●●

　
Λ
関
西
在
住
の
外
国
人
と
い
っ
て
タ
ー
東
京
」
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

も
、
例
え
ば
大
阪
府
内
で
外
国
人
登
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
が
少
な
い
の
は
、

知
者
は
約
2
1
万
人
（
昨
年
暮
れ
現
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
集
団
で
、
染

在
）
。
１
３
３
力
国
の
国
籍
を
持
つ
団
内
部
で
の
相
談
が
で
き
や
す
い
た

人
た
ち
が
酋
ら
す
▽
　
　
　
　
　
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
医

　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
療
は
高
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

φ
６
力
国
の
人
力
ら
　
ぞ
｀
経
済
的
な
負
担
を
考
え
て
し

　
ー
－
こ
こ
で
相
談
を
受
け
る
外
国
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

人
の
剖
今
は
？
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｊ
相
談
内
容
は
？

　
横
山
開
設
以
後
、
6
0
を
超
え
る
　
横
山
昨
年
は
堺
巾
を
中
心
と
す

国
の
人
だ
ち
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
る
〇
１
５
７
に
関
す
る
相
談
も
あ
り

た
。
多
い
の
は
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ま
し
た
。
で
も
、
こ
と
ば
の
通
じ
る

ル
な
ど
南
米
が
令
体
の
約
勁
敵
。
‥
心
詞
院
を
紹
介
し
て
欲
し
い
、
と
い
う

巡
炳
え
て
き
た
ア
ジ
ア
の
人
か
ら
は
の
が
玉
倒
的
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

案
外
、
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
府
と
厨
医
師
会
が
つ
く
っ
て
い
る
外

れ
は
、
光
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
セ
ン
図
人
句
け
の
医
療
情
報
面
了
「
メ
デ

ィ
カ
ル
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」
な
ど
に
記

載
さ
れ
て
い
る
病
院
に
照
会
し
、
協

力
を
得
ら
れ
る
病
院
を
「
協
力
病
院
」

と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
そ
の
中
か

ら
、
内
容
に
応
じ
て
紹
介
す
る
シ
ス

テ
ム
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
　
◆
多
く
の
課
題
が

　
ー
相
談
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ

と
は
？

　
横
山
最
も
多
い
こ
と
ば
の
問
題

は
、
単
に
話
が
通
じ
な
い
と
い
う
こ

と
以
外
に
、
医
師
が
医
療
内
容
を
十

分
に
説
明
し
て
い
る
か
、
患
者
側
が

そ
れ
を
納
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
工

夫
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
相

　
次
に
、
制
度
の
問
題
。
外
国
人
登
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒
れ
の
病
人
を
助
け
る
目
的
の
法
律

録
を
し
て
１
年
以
上
日
本
で
幕
ら
せ
　
横
山
地
域
に
住
む
人
で
あ
れ
で
、
病
人
が
治
療
費
を
払
え
な
い
場

ば
、
保
険
加
入
資
格
を
得
る
こ
と
が
ぱ
、
ど
こ
の
国
の
人
で
も
十
分
な
医
合
、
都
道
府
県
が
全
額
を
負
担
す
る

で
き
る
の
に
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
療
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
「
地
域
の
で
す
。
適
用
に
は
国
籍
用
件
が
あ

い
人
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
、
在
留
医
療
」
の
考
え
方
が
必
要
な
の
で
は
。
り
ま
せ
ん
。

期
限
の
切
れ
た
外
国
人
へ
の
医
療
を

ど
ぅ
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
Ξ
ン
に
対
す
り
ま
す
。

る
不
安
が
背
景
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
―
‐
ｊ
医
療
に
は
国
境
は
あ
り
ま
せ

　
例
え
ば
、
東
京
で
は
明
治
時
代
に

つ
く
ら
れ
た
「
行
旅
病
人
及
行
旅
病

死
亡
人
取
扱
法
」
『
（
行
旅
法
）
を
適

用
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
行
き

一
に
瓢
一
芸
模
禁
皿

ＡＭＤＡ国際医療情報

センター関西事務局

　にこやよ　　tさ　こ
横山　雅子さん

一
一
一
ｅ
・
・
一
一
一
一
一
ゆ
Ｉ
●
・
・
・
一

● Ｉ ● ● ● ●

在
日
外
国
人
の
心
身
支
え

◇
役
に
立
つ
情
報
を

　
ー
－
き
め
細
か
い
対
応
が
必
要
、

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
横
山
　
「
外
国
人
」
と
い
っ
て
も

ひ
と
く
く
り
に
で
き
ま
せ
ん
。
英
語

を
話
す
人
ば
か
り
で
は
な
い
し
、
来

日
の
事
情
、
背
負
っ
た
文
化
も
違
い

ま
す
。
殼
近
に
な
っ
て
増
え
続
け
て

い
る
人
た
ち
へ
の
対
応
の
Ｉ
つ
と
し

て
、
私
た
ち
の
活
動
が
あ
る
の
だ
と

忠
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
医
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
日
本
の
医
療
状
況
を
踏

ま
え
て
で
き
る
こ
と
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
電
話
相
談
だ

け
で
な
く
、
「
外
国
語
に
よ
る
両
親

学
級
」
を
企
出
し
て
今
、
展
開
中

で
す
。
医
師
、
保
健
婦
、
助
産
婦
を

誕
師
に
し
て
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
中
国
、
タ
ガ
ロ
グ
の
こ
と

ば
で
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
つ
い

て
正
し
く
役
に
立
つ
情
報
を
外
囚
人

に
提
供
す
る
の
が
目
的
で
す
。
ま
べ

近
く
1
6
カ
国
語
の
「
歯
利
用
診
察
約

助
亘
も
旧
す
予
定
。
外
囚
人
の
た
め

の
医
療
を
述
し
て
、
日
本
の
医
療
が

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
１
９
７
９
年
、
医
師
、
医
学
生
計
３
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
牧
界
1
8
力
国
に
支
部
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
。
ア
ジ
ア
各
国
の
医
肘
を

援
に
タ
ノ
‘
に
駆
け
つ
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
8
4
年
段
収
。
本
部
・
岡
山
市
。
世
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ノ
。
ア
な
ど
金
沢
は
国
内
１
５
０
０
人
、
海
外
３
０
０
人
。

●『

'･
「

■●●晶幽●■●晶

よ
り
多
面
的
な
収
○
組

み
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
、
と
。－

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
■
Ｉ
－
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ドクトル外交官奮闘記

５ 在フランス日本国大使館　ヽ
一等書記官兼医務官勝田 古形

　名物はテロリズム

　北アフリカのアルジェリ了に出張に行ってき

∧‥4しよ坤小海を斤レてスペインと向き合い，爾

今サハラ砂漠に続く，アフリカ第二の大国であ

て。仁’油や天然ガフ,午はじめとする天然資源に更

生わ，瓢かな大池は穀類や野菌類を産する。首都

ダルブェは北部，地中海に面しているから，温暖

々地中海性気候に恵まれて緑多く，快適な場所の

はずである。ところが，現実は世界で最もストレ

ス多き場所のひとつになっている。なぜか。常に，

自らの生存そのものが脅かされるから。

　この国の報道を見ていると，テロの異常な多さ

に驚かされる。私の入国した16日前と13日前にそ

れぞれ自動車爆弾が繁華街で爆発して死傷者多数

Ｔ周囲の商店は半壊，前日には空港管制塔に迫撃

件が打ち込まれ，出国後も，労組のリーダーや元

行軍の暗殺，地方では村ごと襲われるといった事

件が続発している。今年のラマダン（断食月）前

汗の，テロによる死傷者数は実に300入超とのこ

と。オウム・サリン事件級の出来事が，毎週，日

常的に発生しているといえば実感が湧くであろう

か。さらに，驚くべきは，これらが，政府によっ

て新聞発表を許された「氷山の一角」にすぎず，

ニセ検問（警官を装ったテロリストが車を止めて

身分証明書の提示を求め，政府職員だったり，敵

対勢力だったりと判明すると，その場で頚動脈切

除術が行われてしまうらしい）やら嘱託殺人（い

わゆる殺し屋。気にくわぬヤツをこの世から抹消

してもらうのにかかるコストがわずか5,000円弱

ナリ）やらが横行と，治安が良いとか悪いとかい

うレベルをはるかに越えてしまった状況にある。

　こういう現状に至っている背景には政治的争乱

がある。今を去ること６年前の91年，この国初め

ての複数政党制下での国会議員選挙が実施された
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ところ，第一次投票でイスラム原理主義政党のＦ

ＩＮが大勝利をおさめ，第二次投票にてイスラム

原理主義政権が誕生することがほぽ確実視されて

いた。ところが，突然，現軍事政権側が政情不安

を理由に第二次投票を中止したところから，軍事

政権側とイスラム原理主義側が鋭く対立，イスラｒ●

ム過激派によるテロリズムが高水準で推移してい

る。以来，94年のエールフランスハイジャック事

件，96年のフランス人修道士誘拐殺害事件を筆頭

に，しばしば世界中の新聞を賑わしている。

　そして，こんな環境下にも，日本国大使館は

しっかりと存在し，６名の館員が健気に働いてい

る。ここは，大使館・大使公邸・職員宿舎が，監

視カメラ付きの塀で囲まれた同一敷地内に建てら

れているが，先述の特殊な治安状況のため，この

敷地内から一歩も出ることができずに，休暇で国

外に直行する以外，「塀の中」の生活を強いられて

いる。週末も，どこかへ遊びや買物に行くわけに

もいかないから時間のつぶしようがないので，結

局大使館の自分のオフィスに出てきてデスクに向

かうしかなく，事実上の週７日勤務体制である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ館員は単身卦任を余儀なくされ，毎食，同じ顔触で●

れで食卓を囲んで現地人コックの作る，クスクス

をはじめとする中東料理（選択の自由なし）を掻

き込む。飲み屋で一杯やパチンコなぞ論外，娯楽

といえば，自宅に集まりカラオケか，敷地内でテ

ニスラケットを振るぐらいしかなく，ストレスの

蓄積度は想像を絶する。売店で日本菓子を買った

り，家族が気軽に面会に来れたりという可能性も

ないから，その窮屈度は単科精神病院閉鎖病棟の

それを，明らかに上回る。ペルー人質事件以来，

少しは世間に知れ渡るようになってきた外交官稼

業の苦労の一端だが，メンタルヘルス面でのバッ

クアップ体制の整備が急がれる。

＝ 　 　 －
= 7 　 　 －
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　ところで，現地がこんな状況だから，私の巡回

検診出張も少々特殊な行程となる。パリからチュ

ニジア経由（アルジェ空港でのハイジャック以来，

エールフランスの直航使は運休されているから，

一旦隣国のチュニジアに入り，チュニジア航空で

入るという遠回りをしなければならない）でアル

ジェ空港に着くや否や，護衛付きの防弾車に押し

込まれて大使館敷地にノンストップで直行，防弾

チョッキに銃を構えた門番の待つ入り口を入る

や，鉄扉がガチャンと閉まっておしまい。閉鎖病

棟に入院となる患者心理がよく追体験できる。塀

の巾では，全員の検診・カウンセリングと常備医

薬品の整理，メンタルヘルスの小レクチャーをす

る以外の自由時間は食べて寝て軽い運動にだべる

ぐらいで，帰るまで２泊３日出られない。

　そういうわけで，他国ではアレンジをおねだり

している精神科医療施設の視察も，（誇張でなＯ

生命の危険にさらされるから，当然なしである。

したがって，今回は，アルジェリアの精神科医療

事情をお伝えすることはできません。読者の皆さ

ん，悪しからず。

　自殺の増加

　ラデン気質で楽天的、自己主張の強烈なフラン

ス人を見ていると、ｌ自責的］だとか［自殺］だと

かいう単語とはおよそ縁のない人々という気もす

るが、実はそうでもないらしい。

　ここ最近、当地でも自殺の増加が問題になって

いて、１年間の自殺未遂15万件、既遂は１万２千

名という。そのうち若年層（14へ25歳）が未遂４

万件､既遂が1､5聞名という数字になっている。こ

モロッコ王国、ラバトの王宮

れは，この30年間で:回音という激増だから，社会

問題となってマスコミも取りトげる。自殺の方法

は首吊りが多いが，他方，昨年１年だけで警察官

だけで70名あまりもの多数が自殺，そのほとんど

が自分の拳銃を使うという血の気の多さも目立っ

ている。

　自殺の原因は孤独，家庭の崩壊，ストレス，将

来への不安，等々といろいろ取り沙汰されている

が，まだはっきりしていない。心的外傷のケアに

凱られる如く，メンタルな問題には対応の迅速な

この国のこと，これからどんな対策がとられてゆ

くのか，注目してゆきたい。
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1997年度　夏のスタディツアー参加報告
＜参加者レポートより抜粋＞

　◆ネパール

　ダマックのAMDAホスピタルの庭や待合室は大勢の患者さんでいっぱいでした。医療施

設、医師、看護婦、薬剤師その他の数が不足しているということは勿論、他にも色々な原因

が人々の生活の中に複合して存在しているのだろうと思います｡人々の日常の暮らしに直接

ふれる機会があってと｡ても充実したツアーでした。　　　　　　　　　　　　本郷　順子

マザーテレサの老人施設でのおばあさん達とのコミュニケーションがとても印象的でした。

様々な場所で内容の濃い見学をさせていただきました。 岡内　彩

　◆ジブチ(ソマリア難民キャンプ)

　私は教育関係(学校設備や内容)のことで調べたいことがあったが､質問にも丁寧に答え

てもらい、施設も見せてもらえた。キャンプ内の教育と、ジブチ国の教育を比べると、キャ

ンプ内の就学率ほぼ１００％にういう形の教育で就学率と言えるかどうか疑問だが)なの

に､村の小学校は５０％ほどと聞いて､この差をどう埋めるのかこのままでは将来どのよう

な問題が生まれるのかと、難民キャンプのことよりジブチ国に目が向いた。また、難民キャ

ンプ内に店ができ余剰物(配給)をキャンプ近くの地元の人に売っている。難民の中にも貧

富の差が生まれて来ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤木　明代

◆ウガンダ（ゴグヴィ村）

今回のツアーで得たことは、

１）生活　　電気、ガス、水道は充分ではないが、食事はトマトベースの日本人好みの

　　　　　　マイルドな味付けで、主食のバナナも美味しかった。

２）医療　　設備、薬品、医療物資の不足はあきらかで、ＡＩＤＳの問題は深刻で早期

　　　　　　解決が必要な印象が強かった。

ｊ）教育　　プラィマリースクールでヘルスエデュケーションが充実しているため、

　　　　　　AIDS教育も教科書にすごく解りやすく説明されている。

４）ＡＭＤＡネットワーク

　　　　　現地のスタッフの役割や地元医師会との繋がり、またUGAND ASSOCIATION

　　　　　FOR SOUAL-ECONOMIC PROGRESS との協調を知ることができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡本　美代子
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　◆中国（雲南省）

　目的は後楽ライオンズの寄付による余楽小学校円建の落成式出席と歯科、内科治療プロ

ジェクト実施であった｡現地の歓迎ぶりは予想以上であった｡落威武の前日から多くの人々

が集まり、当日、式典の後の交換会ではお互い餅つきやうどん作りを行い､納西族の民族衣

装を着た女性による民族舞踊も披露された｡我々もその輪に入って踊ったが､言葉は通じな

くても同じ行動をすることにより何か通じるものがあった。

　余楽小学校での歯の治療は順番が違っても文句も言わず､数時間も待っていた。また我々

の土産にと採れたてのリンゴを大きな竹篭２杯に入れて持ってきてくれたのに､そっと置い

て帰ってしまうという謙虚さがみられた。性格の而では中国の広さを感じた。

　私自身の目的に中国の都会と農村の実体を見たいと思っていたが､広州の林立する高層ビ

ル､交通渋滞､麗江の農村の質素な生活から中国の抱える問題の大きさが解るような気がし

た。２１世紀に向けて人工問題､食料問題、エネルギー問題､環現問題等課題を抱えている

が､日中両国民が協力し合い､精神的な而も含めてより豊かな生活が送れるよう祈らずには

いられない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土野　和男

ウガンダ　ゴグヴィ村

のAMDAが立てた診療

所の前でスタディツ

アーメンバーとＵＳＦＰ

フィールドスタッフ

　　　松本哲雄氏撮影

１９９７年(平成9年)８月２２日 ふ
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岡
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生
会
」
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予
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地
の
ほ
か
各
地
の
学
校
や
養

老
院
な
ど
を
訪
ね
、
ス
ト
リ
ー

ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
現
状
な
ど
を

視
察
し
た
。

　
報
告
会
は
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
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参
考
に
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う

と
、
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）
の
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の
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玉
高
商
高
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生
徒
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教
諭
計
十
四
人
と
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
高
校
生
会
メ
ン
バ
ー
の
操

山
高
二
年
三
原
祐
二
君
（
一
六
）
＝

岡
山
市
津
島
新
野
日
‥
ら
六
人
が

参
加
。
三
原
君
ら
は
・
「
養
老
院

一
で
は
ベ
ッ
ド
も
な
く
廊
下
に
寝

　　　R・･　　　　摩斤　　　　/lS･111

ネパール支援へ意見交換

aa倉敷で帰国報告金

ＡＭＤＡ高校生会のネパールスタデ･f－

ツアー燭�報告●
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一通じ合える言葉－

　９月に入ったと思ったら、急に栃木は涼しくなりました｡熟して落ちてくる栃の実の殼が

アスファルトの上に赤茶色の模様を染めています｡この間まで､街路樹のセミがやかましい

ほどだったのに、今は秋の虫たちのオーケストラが聞こえてきます｡８月31日には地雷撲滅

に世界を飛び回っていたダイアナ元妃が、そして９月５日には貧しい人々の救済に生涯を捧

げたマザーテレサがと、ＮＧＯ活動に力を注いだ人の訃報が相次ぎ、心なしか虫の声も寂し

げに聞こえてきます。

　さて、９月は１日が防災の日、９日が救急の日。緊急医療援助と関連の深い日が２つもあり

ます。私は、防災訓練で埼玉県の訓練責任者を仰せつかり、行政の方々、航空会社の方々を

はじめ､いろいろな業種の方と話す機会がありました｡準備と訓練を振り返ってつくづく感

じることは「やっぱり、医者の業界って閉鎖的なところがあるなぁ…｡」。

　その一つの例は略語｡医者の業界はとかく略語の多いところです｡これは医者の業界では

世界共通語、とても便利なものです｡外来で次々患者さんを診察し、カルテを短時間で書か

なくてはならない時や救急の場合など､医者は一番短い業界略語を連発してしまいがちです。

しかし、災害救援など、他の業種の人たちとチームを組んで仕事をするときには、「○☆○

●▲▽！」と宇宙人の言葉のように聞こえてしまったり、誤解のもとになったりしてしまう

危険があります。たとえば「ＤＭ」、これは社会一般にはダイレクト・メールのことですが、

私たちの業界では「Diabetes memtus （糖尿病）」を意味します。また、救急の現場で頻用さ

れる［DC］、これはクレジット・カードとは関係なく、「Defibumration counter（直流除細

動）」のことで、命に関わる不整脈（正常では規則正しく動いている心臓の動きが乱れるこ

と）のとき用いられる治療法です。「不潔」も誤解されやすい用語でしょう。これは「消毒

（あるいは滅菌）されていない」という意味で、一般的な「汚れている」とは違いますが、面

と向かって「手が不潔だから触るな！（私たちの間隔では手が消毒されていない状態なので、

消毒された場所に触ってはいけない：感染予防のため）」と言われたら、みんないい気分が

しないでしょう。通じ合える言葉って大切だとつくづく感じました。

　ダイアナさんも、マザーテレサも見ただけで世界の人々に通じる、いわば共通語のような

ものだったように思います。早く「AMDA」も世界共通語になりたいですね！
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蓼１

｢対人地雷関連映画を見、話し合う会｣
●農●●●幽幽‐農農●●●農幽幽●●幽●幽幽農農農機幽幽幽幽

へ

● ● 働 ● ●

AXIDA私誉顧問　岩本　淳

　リ18目リ………･;|】､lj'･か4｀-.･I'1'|||のカナダ大使館で、対人地'､=a貨面禁||こ権道議ｎ連I､1り代表も特別参tjlする

づ.'入片山汐:･鄙則!1･i斗り一4､1比合う会]へ菅波代表の代IIIIで出席する依頼を受けた､殺人よりも傷害を

則、た．貼･ほど捌大な武;沿はないと思っていたし、最近日本でも地雷を製造しているというニュース

に荊いた仏だから、他の会の出席を断って参加した．

　ll擢弛4白４リンヒックで拡張された幹線道路)に面したカナダ人:使館は広大な敷地の一一部を分壊し

て近代的な建物になっていた、地下２階のシアターに行くと開会30分前のこととて受付以外に人はい

たい ソアクバニ人･ｙご若い男了･学生が１人いるので話し合う｡１最前列に座っている老婦人が「助

ける公　のCIIに･で1吋||馬静香さんと教えてくれたので御挨拶に。「ＡＭＤＡは設立日浅く実力以Ｅに手を

広げて問題も多いが、会員の情熱は驚異的であり、今後先輩格の「助ける会」の助力で大きな成果を

あげたい」と述べると「AMDAの活躍には目を見張る思いがする。こちらこそどうか協力してほしい」

と謙虚に答えられた｡

　大使の挨拶ではこの運動はカナダが発祥の地であり、短期間に実に150ケ国以上の賛意を得て、９月

のオスロ大会で宣旨をまとめ､年末のオタワ

大会から実行に移す予定である｡地雷の最大

生産lllであるロシア、中国が態度を保留して

いるのが問題で、日本を含めた大国が揃って

感度を保留している｡と問題提起を行った。

　スライドに呼びかけ人として、日赤近衛副

桂」ふ前記相馬氏、ＹＭＣＡ宮崎氏に並んで

AMDA曹波代表の名が映されたあと､代理出

､I帛の岩本が席ll紹介された。

　ビデオはよく見慣れた光景が各地の模様を

映しIljlす、11本ビデオニュースKK神保哲生

氏の30分に渡る世界各地の悲惨な映像は迫

力があった。

　壇上｡にカナダ公使、超党派で議員連盟

（382 rl署fl）事務局長藤田幸久氏（難民を助

ける会常務理事）、長有紀枝難民を助ける会

常務理事（最近行われたフラフセル会議報

告）、ＹＭＣＡアスパー氏（英語）、日赤五十嵐

課長が並び、吹浦氏（難民を助ける会副会

A
　
｡
'
1

長
だ の見事な司会で短時間に多くが語られ

　また、１冊1500円の絵本で10�の地雷除

去が可能とうたって､作詞家の柳瀬房子氏が

文を　葉祥明氏がさし絵をボランティアで描

かれた、「地雷ではなく花をください」の前

編、後編（1600円）が朗読され、購入が促さ

れた、

－毎 日 新 聞 － １９９ ７年

　
　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
3
1
日
高
畑
昭

男
】
対
人
地
雷
全
面
禁
止
条
約

の
年
内
成
立
を
目
指
す
「
オ
タ

ワ
・
プ
ロ
セ
ス
」
の
実
質
的
な

最
終
調
整
の
場
と
な
る
オ
ス
ロ

会
議
が
Ｉ
曰
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
開
か
れ
る
。
世
界
の
非
政
府

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
力
で
始
ま

っ
た
多
国
間
軍
縮
合
意
が
な
る

か
ど
う
か
に
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
初
め
て
正
式
参
加
す
る

ク
リ
ン
ト
ン
米
政
権
の
対
応
や

未
参
加
の
中
国
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

Ｉ
の
ロ
シ
ア
な
ど
地
雷
大
国
の

動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　
地
雷
全
面
禁
止
を
求
め
る
運

勣
は
、
5
4
力
国
１
０
０
０
団
体

以
上
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
結
集
す
る

　
「
国
際
地
雷
禁
止
連
動
」
Ｔ

Ｃ
Ｂ
Ｌ
）
を
軸
に
進
め
ら
れ
、

国
際
会
議
は
昨
年
秋
以
来
、
涯

算
５
回
目
。
カ
ナ
ダ
政
府
が
オ

タ
ワ
で
1
2
月
に
招
請
し
て
い
る

調
印
国
会
議
へ
向
け
た
事
実
上

の
最
終
ラ
ウ
ン
ド
と
な
る
。

　
毎
日
新
聞
が
入
手
し
た
最
新

の
条
約
案
は
全
文
2
0
条
。
対
人

地
雷
の
使
用
、
開
発
、
生
産
、

取
得
、
備
蓄
、
輸
出
を
全
面
禁

止
（
１
条
）
▽
備
蓄
地
雷
は
発

効
か
ら
３
年
以
内
（
４
条
）
、

既
設
地
雷
は
1
0
年
以
内
（
５
条
）

に
全
面
廃
棄
▽
保
有
・
配
備
す

る
地
雷
の
数
量
、
タ
イ
プ
な
ど

詳
細
な
デ
ー
タ
を
発
効
後
１
年

以
内
に
国
連
に
提
出
（
８
条
）

▽
条
約
期
限
は
無
期
限
で
、
脱

退
に
は
１
年
間
の
予
告
期
間
が

必
要
（
1
8
条
）
－
―
な
ど
を
定

（平成９年）９月１日（月曜日）

問
ｕ
年
内
成
立
に
不
安
も

米
の
修
正
要
求
焦
点

め
て
い
る
。

　
最
終
合
意
が
成
育
ｆ
れ
ぱ
既

一

存
の
条
約
と
は
異
な
り
、
草
の

根
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
総
意
が
生
ん

上
初
の
画
期
的
な
多
国
間

条
約
と
な
る
。
　
　
　

Ｊ

　
会
議
の
焦
点
は
、
米
国
が
①

朝
鮮
半
島
を
除
外
地
域
と
す
る

②
一
部
の
対
人
地
雷
の
除
外
③

発
効
条
件
の
修
正
１
Ｉ
な
ど
、

条
約
の
精
神
と
対
立
し
か
ね
な

い
大
幅
な
変
更
を
要
求
し
て
い

る
点
だ
。
軍
縮
筋
に
よ
る
と
、

現
行
案
の
微
調
整
だ
け
で
調
印

に
応
じ
る
国
が
す
で
に
１
０
０

力
国
前
後
に
達
し
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
資
格
か
ら
正
式
参
加
に
切
’

り
替
え
た
米
国
が
修
正
要
求
に

固
執
す
れ
ば
、
年
内
成
立
は
難

し
い
情
勢
。
一
方
、
地
雷
大
国

の
米
国
が
調
印
す
れ
ば
、
未
参

加
の
中
国
、
ロ
シ
ア
に
も
好
影

響
を
与
え
る
た
め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側

も
米
の
章
向
を
む
げ
に
は
で
き

な
い
。

　
米
政
府
や
国
連
推
計
に
よ
る

と
、
対
人
地
雷
の
被
害
者
は
世

界
で
年
間
２
万
ｂ
０
０
０
人
に

上
り
、
オ
ス
ロ
交
渉
の
行
方
に

世
界
の
目
が
注
が
れ
て
い
る
。

対
人
地
雷
禁
止
条
約
き
ー
っ
か
ら
オ
ス
ロ

-
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杉本 弓

　私がＡＭＤＡでボランティアをするようになってはや１年経ちました。卒論で国際協力に

ついて触れたかったので、大学の先生の勧めもあり、またその頃、中国雲南省の地震で

AMDAの活動が毎日のように紹介されていたこともあり、とにかく何かボランティアがした

いとおじやまするようになりました。

　最初の日から「私が求めていたのは、まさにこの場所だ！」と直感しました｡小学生の頃、

アフリカ・サハラ砂漠での干ばつの状況をテレビ､新聞で見た時以来、国際協力の場で働く

人は私のあこがれでした。でも私には大き過ぎる、遠過ぎる夢だとあきらめていました。そ

れが同じ岡山のこんな近くに、世界中で活動するＮＧＯが存在し、私もボランティアとして

関わることができるということを知り、大げさですが希望の光が見えたのでした。

　AMDAに来れば､いろいろな人と会うことができます｡事務所のスタッフの皆さん､海外

でご活躍の方々､私と同じくボランティアで来られる年齢も職業も全く違う人々。それらの

方々を通じ、私自身の世界もどんどん広がっていきました。そして、ずいぶんたくさんの素

敵な人々と知り合えました。ボランティアとしての仕事は、コピーをとったり、書類の整理

をしたり、発送の準備をしたり、といったことですが、スタッフの皆さんのハードワークを

肌で感じることができ、とても勉強になります｡秋には勇気を出して、ミャンマーヘのスタ

ティツアーに参加しました。ここでの体験、出会いもまた貴重な、すばらしいものでした。

そしてミャンマーの実際を知り、貧しくとも明るいアジアの魅力にとりつかれました。

　卒論の方もお陰様でボランティアと相互扶助について､AMDAの知恵を拝借させていただ

レて、何とか書くことができました。どうもいろいろと有難うございました。

　恒から何までお世話になりっぱなしですが、卒論を終えた後は、再び１ヵ月間、ミャン

マーに行かせて|ヽさいというわがままを間いていただきました｡医療ではない､福祉を勉強

″●

レこいる仏には何かできるのかという払の疑問を解決するには、「もう一度来たらいいです　　？●

よ、と言って下さったミャンマーの吉岡先生｡先生のお言葉に甘え、看護婦の広田さんと本

帽二斤ってしまいました｡明確な答えは出なかったけれど、フィールドに出るためのスキル

が必要なら､理学療法士の勉強をしてみようか‥とぼんやりと考えながら帰ってきました。

　レ［|から就職しましたが､平日が休みなので､あいかわらずボランティアに通っていまし

た。そんな中、なんと私に「海外に行く気はないか」という驚くようなお話がありました。

急なお話で迷う間もなく、私ば10月から旧ユーゴスラビアに行くことになりました。

　今､私は明らかに能力不足ですが､それでもチャンスを下さり、励まして下さるＡＭＤＡの

皆さんに答えるように、一生懸命やってこようと思います。

　最後になりましたが､私に機会を与えてくださり、いつもボランティアに行くたびに温か

く接して下さり、大きな影響を与えて下さったAMDAでお会いしたお一人、お一人に感謝

いたします。
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まで

まで

01250-2-40709

01220-9-8991

-

●り

●｀．

ＡＭＤＡへのご｀支援を

I AMDAへの入会

　　・医師会員　15､000円

　　　・一般会員　10,000円

　　　・学生会員　7,500円

　　　・法人会員　30,000円

　　　・賛助会員　2,000円

会費は入会の月より１年間有効

です。入会の月より毎月，会報

「国際医療協力」を送付します。

賛助会員にはAMDAダイジェス

トを送付します。

　　AJAMDAカード2　　　　

全日信販発行

利用額の0.5％がAMDAに提供さ

れます。

●お問い合せは

　AJAMDAデスクTEL086-227-7161

・１’枚（50度数）1,000円

　300円が収益となります。

　送料　2枚まで80円　3枚から無料

入会1.は

購入3.6.7.は

郵便振替
郵便振替

　　AMDAボランティア4
定期預金犬

j

,

r「

20%をAMDAに

塁二

中国銀行から

応諾／

　　　鴫竃軸ＱO
朗朗

寄付をいただきます。　　~｀J

●お問い合せはTEL086-223-3111

５ KDD :国際ボラン
ティアダイヤル

ご利用金額の一部がAMDAに提供

されます。申し込みが必要ですの

で、お問い合せはAMDAまで。

S ･ ･

■ －

ｊ

φ

泣

きｰ，

7;巴こコ

　送料1枚300円2枚400円　3枚以上は無料

　津村ゆうすけ氏デザイン

　ファイナルホームの製品

　昇ヅニ陽）

　　　　　　　　品切れ

９ AMDAに
お送り下さい

・使用済みのテレホンカード

・書き損じのハガキ

・未使用の切手、ハガキ

等がありましたらAMDAに

お送り下さい。

●〒701-12

　岡山市楢津310-1

　　　AMDA本部宛

＊入会１、購入３６７、ご希望の方は、振込用紙に詳細を

　ご記入の上、金額をお振込下さい。

＊２４　は各自で加入して下さい。

＊５８９のお問い合せは、AMDA本部　TEL 086-284-7730 へ

名義

名義

あなたもできる国際協力

AMDA

AMDA販売

口座番号

口座番号
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(j亘Ξ)

◇次９より「［月際医療協牡］が大幅に変わります。誌名を「AMDA Journa1一一国際協力－」

と改め、大きさもＡ４版に変更し、発刊することとなりました。一部カラーページとなりプ

ロジェクト活動報告等も写真を多く取り入れるとともに、官公庁、地域、企業、団体、学校

の国際協カヘの取り組みについてもご紹介する予定です。

　これまで同様、掲載原稿、写真（説明明記）をお送り下さいくださいますようお願い致し

ます。ただし、他誌からの転載は誌面の都合上取り止めることとなりました。どうぞご了承

ください。

　また発行月の表示方も今回より変更し、一般月刊誌と同様に今回９月発行分は10月号と

表示することとし、先月号からの続き上、9 ･10月合併号と表示しました。

　会員の皆様にはこれまでどおりお送りさせていただきます。

◇先月別こ続きまして新しい事務局員の奥田さんに自己紹介していただきます。

　７月からＡＭＤＡ本部に来ることになりました､奥田と

中します。

　長年住み慣れた広島を離れて岡山に越して来たのが昨

年の６月のことで､岡山のこともAMDAのことも分から

ないことだらけですが、わたしに出来ることで何かお役

に立てれば…という気持ちでやって参りました。一生懸

命頑張りますので､皆さんどうぞよろしくお願いします。

　今後，主にAMDA lnternet Station （AMDAのホーム=1=…………,ﾚ万11;=’ll,J111===万=,=li

ページhttp://www.amda.or.jp）に関する業務に携わる心匠号▽∧

ことになります。ホームページを見ていて気が付いたこ　九万コV=＝

とや要望、新しいアイデアなどございましたら、何でも牡譜割前=回='≒゜==し……1=ji:i;:･･'万:'゜;':

言ってきてくださいね。(電子メールでもＯＫです！kiki＠amda.orjpまで)

◇10月には、倉敷市で４日から７日まで第４回おかやま国際貢献ＮＧＯサミットが、広島市

では３日に人道援助国際フォーラムひろしま、４日から５日までアジア・太平洋緊急救援

フォーラム広島が開催されます｡参加費は無料となっておりますのでどうぞご参加下さい。

　詳しくはAMDA事務局までお問い合わせ下さい。
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Z
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Ｔ
刀
月
あ
た
り
の
ヒ
ッ
ト
数
ト
、
入
会
案
内
な
ど
、
ボ
ラ
ン

は
約
九
万
件
、
う
ち
海
外
か
ら
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
つ
入
向
け

の
ア
ク
セ
ス
が
四
割
を
占
め
る
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
。
こ
の
ほ
か
、
世
界
の
感
染
症
の

岡
山
市
に
本
部
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
特
徴
や
治
療
法
を
満
載
し
た
医

　
（
非
政
府
組
織
）
と
し
て
、
世
師
専
門
の
熱
帯
医
学
デ
ー
タ
ベ

界
各
国
で
展
開
し
て
い
る
人
道
Ｉ
ス
も
備
え
る
。

援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ペ
ン
　
開
設
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）

　……千1:,…………
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…
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●’1

年
九
月
。
き
っ
か
け
は
一
月
に

起
き
た
阪
神
大
震
災
だ
っ
た
。

現
地
に
一
番
乗
り
し
て
治
療
を

始
め
た
が
、
通
信
が
途
絶
え
、

http://www.amda.or.jp/index.htm1

国際協力の情報基地
活
動
に
支
障
が
出
た
苦
い
経
験

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
緊
急
通
信

手
段
の
Ｉ
つ
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
を
思
い
立
っ

た
。

　
海
外
支
部
と
の
連
絡
に
は
、

電
子
メ
ー
ル
が
威
力
を
発
揮
す

る
。
現
地
の
状
況
を
瞬
時
に
発

信
し
、
現
地
に
駆
け
付
け
ら
れ

る
人
を
探
し
て
派
遣
で
き
る
。

作
成
し
た
沢
田
寛
医
師
（
三
き
は

「
緊
急
救
援
に
必
要
な
速
報
性
、

専
門
性
、
情
報
の
共
有
性
が
そ

ろ
っ
て
い
る
」
と
効
用
を
強
調

す
る
。
た
だ
、
大
地
震
な
ど
の

災
害
時
は
回
線
が
パ
ン
ク
し
て

つ
な
が
ら
な
い
恐
れ
も
あ
り
、
‘

今
後
の
課
題
と
い
う
。
　
　
　

一

・
内
容
の
更
新
に
は
岡
山
理
科

大
生
か
全
面
協
力
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ら
し
く
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

息
づ
い
て
い
る
。

　「ボランティアのすそ野

が広がった」と話すＡＭ
ｒｌＡスタッフ●7S

　　　　　　-　毎　日　新　聞　-　　　１９９７年（平成９年）８月３１日（日曜日）
－　　-

　医療活動をインターネットで

ＡＭＤＡが実験中継

　　茨城防災訓練現場できょう

　
世
界
1
8
力
国
に
支
部
を
持

ち
、
医
療
援
助
や
災
害
救
援
を

展
開
し
て
い
る
非
政
府
組
織

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部

・
岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
は
、

茨
城
県
が
3
1
日
に
行
う
総
合
防

災
訓
練
に
参
加
し
、
緊
急
医
療

活
動
の
訓
練
の
模
様
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
実
験
中
継
す
る
。

救
援
活
動
と
併
せ
、
災
害
の
緊

急
情
報
を
現
場
か
ら
世
界
中
に

叩
時
に
発
信
し
、
現
場
の
実
情

把
握
や
支
援
者
の
理
解
を
求
め

る
の
が
目
的
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
国

内
外
の
災
害
現
題
で
自
前
の
広

域
放
送
を
行
う
先
駆
け
と
な

る
。

　
訓
練
は
防
災
の
日
（
９
月
―

日
）
を
前
に
、
大
地
震
発
生
を

想
定
し
、
同
県
守
谷
町
で
約
２

０
０
０
人
規
悦
言
実
包
す
る
。

Ａ
づ
大
言
万
言
二
万
で
言

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
救
急
車

な
ど
で
現
場
に
駆
け
つ
け
救
護

所
を
設
置
す
る
。
被
災
者
の
応

急
医
療
や
治
療
の
緊
急
度
別
に

振
り
分
け
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」

な
ど
を
行
う
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
メ
ン
バ

ー
の
う
ち
1
2
人
が
、
特
殊
な
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
で
ト
リ
ア
ー
ジ
の

模
様
な
ど
を
撮
影
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
送
り
込
む
。
実
験
で

は
、
同
時
に
大
量
の
情
報
を
送

り
込
め
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
使

う
ほ
か
、
通
信
網
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
も
想
定
し
、
携
帯
ア
ン

テ
ナ
を
便
っ
た
衛
星
通
信
回
線

の
使
用
も
試
み
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
か
ら
、
防

災
の
日
に
合
わ
せ
、
東
京
都
や

埼
玉
県
の
総
合
防
災
訓
練
に
参

加
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
構
想
で
は
今

後
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
送
で
国
内
外
の
被
災
者
と

医
療
チ
ー
ム
を
取
り
巻
く
環
境

を
広
く
伝
え
、
支
援
者
の
理
解

を
深
め
て
い
く
。

　
茨
城
県
訓
練
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

責
任
者
の
鎌
田
裕
十
朗
医
師
は

　
「
国
境
を
超
え
た
活
動
で
は
通

信
手
段
の
確
保
が
難
し
い
。
現

在
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を
模

索
し
て
い
る
。
私
た
ち
も
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
実
情
に
合
っ
た
方
法
を

追
求
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
同
県
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
防
災
訓
練

の
中
継
は
3
1
日
午
前
1
0
時
～
午

後
Ｏ
時
5
0
分
。
ア
ド
レ
ス
は
、

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
a
r
.
n
e
t
.

o
r
.
j
p
/
n
e
t
v
/
B
O
S
A
I
/

　
　
　
　
　
　
【
大
鳥
秀
利
一
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　　以下の方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称略、除く会員、８月末現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回黄口

傭人　山田博昭、西中満寿子、小林米幸、丹　邦子、岩井くに、大沢ミヨ、森明男、相馬久子、清水茂美、

ジャムシディ　ジャムシッド、ミラー　エリザベス、瀬戸幸子、加藤豊子、山名克巳、八重橋美喜、

乙幡和雄・義子、松井恵子、牧野節子、坂田豪、佐藤光子、竹内七郎、海野尚久、刈野貞、奥山巌雄、井上美由紀、

岩淵千利、大多和清美、秋田美乃枝、浜京子、松木豊、佐藤昌子、ジル　シ≒ィ］ブソン、松井翼、岡島隆子、

鶴田光子、富岡宏乃、新倉美佐子、伊藤佩由美、平井敬一

団体　三井物産（株）、第一電工（株）、晃華学園暁星幼稚園、山田皮膚科医院、田宮クリニック産科・婦人科、

オカダ外科医院、高橋クリニック、小林国際クリニック募金箱、黒沢クリニック、耳鼻咽喉科早川医院、

いずみの会、サンタマリアスクール、（有）フラワーオート、聖マルコ教会、目白聖公会、東京聖マリヤ教会、

三光教会、聖パウロ教会、小金井聖公会、東京聖テモテ教会、東京聖十字教会、聖アンデレ教会、

神田キリスト教会、葛飾茨十字教会、聖ルカ礼拝堂、八王子復活教会、池袋聖公会、日本聖公会東京教区、

（株）エスオーエスジャパン、高岡クリニック、興和新薬（株）、三共（株）・グラクソ三共（株）

(お名前を掲載しない方ｎ名)

大阪府国際交流財団（国際交流り一ディング事業）、（財）電気通信普及財団（福祉、文化事業援助金）

　　　　　　　　　ライオンズクラブ　チャリティーファンド（両親学級のため）

1●

§

｜

●

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的、経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　酋センターｌｆＡＭＤＡｒ太叙�､lnみは４齢が資のため、独立した会－制度を設けております。

　　ＡＭＤＡ本部の会員ではございませぶので、お犀違えのないようおーいいた£｡まず7.

　会費：個人会員　10　6､000円　／　団体会員　1020､000円

　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　10　2､000円

　　　　ｼ≒ﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　10　1､000円

　４月より翌年３月までを１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

以上詳細はセンター束京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替１００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

一行口座（広告料のみ）１さくら銀行桜新町支店　普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

ROWER AUTII10

　日本全国引取り納車OK

新車中古車販売・車検・修理・板金・保険｜

1自動車のことならお気軽に、御相談下さい

l神奈川県藤沢市片瀬376 TEL o466-26-7744

1　==__＿　=======　======- ㎜＝＝===■

ｏｌ

　　禽舎禽禽舎　好評発売中　禽禽舎禽舎

新発売「１６ケ国語歯科診察補助表_／

　　　「１１ケ国語診察補助表」

　　９ケ国語対応「服薬指導の本」

各5,000円（税・送料別）

お申し込みは:AMDA国際医療情報センター

東京事務局昔 03-5285-8086
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内科（老人科） 理学診療科

慶友病院
〒１９８東京都青梅市大門1－681番地

　　　　　　　　　　　-一一

●入院のお間い合せ－TEL.0428(24)3020(代表)

　　　　院長大　塚　宣　夫

　　産婦人科　　　　心療内科ＯＢ／ＧＹＮ／ＰＹＣＨＯＴＨＥＲＡＰＹ

　　　　伊鮭木クリニック

　　　　ISEZAI（IWO轜EN‘SCLINIC

S231横浜市中区伊勢佐木町３ -１０７

　　　　Ｋピル伊勢佐木２階
　　ａ０４５（２５１）８６２２

大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

内科・理学診療科

福川内科
クリニック
　東成区束小橋３－１８－３
　　(住友銀行輪講支店前)
ポングーピル4F　S●74－233S

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

　zz!里1:z　医鮫人掴　慶泉会　肖lei

町谷原病院

〒194鯨駒田紹ll1523　　　酋0427-95-1668

１を二曼Ｆａ

神経内科

７７４床

〒193　東京都ハ王子市椚田町583-15

　　　　　�0426-61-4108

限会社

リー薬局

エリー薬局

マリー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

都商会
�214川崎市多摩区宿河原2-31-3

　　　S044-933-0207

�214川崎市多摩区菅6-13-4

　　　　S044-945-7007

唇214川崎市多摩区南生田7-20-2

　　　　S044-900-2170

唇211川崎市中原区小杉御殿町2-96

　　　　霞044-722-1156

唇216川崎市宮前区有馬5-18-22

　　　　霞044-854-9131

�242大和市西鶴間3-5-6-114

　　　　昔0462-64-9381

唇242大和市中央5-4-24S0462-63-161

ふ お
手
本
は
、

自
然
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
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　　医療法人社団-

ｿ運躇輯科

　院長y………1ﾖ三好＼T
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ノ
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●981-31仙台市泉区泉中央１－２３－６
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サ
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８
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Ｑ
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Ｑ
｝

ＷＥ　ＳＵＰＰＯＲＴ　ＹＯＵ

全世界への格安国際航空券手配と販売

対応言語、英語、スペイン語、タガログ語、タイ語、韓国語、ベンガル語、
　　　ヒンディー語、ウルドウ語、マレー語、インドネシア語､一北京jgi●　

上海雄、広東路、纂建語、客il、ペルシア語、ミャン;｡｀一語、

アラ１ン基、フラ･ンス簒、日水基、２２言語に凌Js

　　縮合受付SOS-3S40一白74Sクロ子新!廬フ?イtja&-

Sj緊r711MrSISjn
A

循環器科・内科・心臓血管外科

1:::z･？？？

血輦=

へ

レ北光.循環器病院

１･･Ｓ’・　　．．．･=・　Ｉ　．･･． ｙ．■

　理事長上　太EEEi　Z飽場嘸11･

〒065札幌市東区北27粂東8丁目

TEL 01 1 -722-1 1 33 FAX 01 1 -722-0501

条消化器科・外科・小児科条

Kobayashi　lnternationa1　Clinic

小林國際医院

診療時間：　平日

登

休診日

月曜日～金曜日

9:15～12:00/ 14:00～17:00

　土曜日

9:15～13:00

水曜日、．日曜日、祝祭日

一
個 ０４６２－６３－１３８０

　神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110

　　　　小田急江ノ路線・鶴間駅下車徒歩４分
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こ・ 案・内

　　　1997年度

　テレビ・ラジオによる

中国地区大学放送公開講座

　　放送のお知らせ

■テレビ講座

　海－その姿と人のかかわり

　・中国放送　　10月４日～12月27日

　　　毎週土曜日　午前5:30～6:00

　・西日本放送　10月５日～12月28日

　　　毎週日曜日　午前5:20～5:50

■ラジオ講座

　現代ボランティア論

　・中国放送　　10月４日～12月27日

　　　毎週土曜日　午前6:00～6:30

　・西日本放送　10月12日～１月４日

　　　毎週日曜日　午後7:00～7:30

ＡＭＤＡホームページ

AMDA lnternetStstion

http://www.amda.orgp

　　　　　　　　　　　　お知らせ

会費、ご寄付、その他ご購人のための振込口座を下記銀行にも設けました。

従来の郵便局の口座かいずれかをご利用下さい。

中国銀行一宮支店（普通）

第一勧業銀行岡山支店（普通）

口座番号　１２７２０１１

口座番号　１８１６９４７

口座名　AMDA

口座名　AMDA

I AMDA入会の手続きについて

　左側にとしてある郵便振替用紙に入会希望と明記し、所定の年会費を納入して下さい
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